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Ⅰ 研究目的


道徳教育の目標では「人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培う」ことが筆頭に挙げられて


おり，命を大切にする心を育むことは，豊かな人間性を形成する上で基盤となるものである。特に


心身の成長が著しくみられるようになる中学生の時期に，人間として自他の生命をかけがえのない


ものとして大切にする心を育んでいくことはとても重要なことであり，道徳教育の果たす役割は非


常に大きい。


しかし，平成18年度中央教育審議会の「道徳教育の現状と課題」の報告においては，学年の段階


等を踏まえた道徳教育の重点がみえにくいことや道徳の指導計画や道徳の時間の指導が形式化して


命を大切にする心が十分に育っていないことが課題として挙げられている。これらのことは，教育


活動全体をとおして行われる道徳教育の指導計画と道徳の時間との相互関連が，命を大切にする心


を育む視点から効果的に機能しておらず，系統的かつ継続的な見通しが不足していることが要因で


あると考えられる。さらに，道徳の時間の指導において，生徒の心の内面に迫る効果的な指導方法


になっていないことも要因の一つとして考えられる。


このような状況を改善するためには，道徳の時間を中心に，教科，他領域，生徒の日常生活全般


の指導と関連させた道徳的実践プログラムを作成し，道徳的実践活動を推進していくことが必要で


ある。その際，中心となる道徳の時間においては，生徒の発達段階や実態に応じ，日常生活や他の


教育活動と関連させた効果的な教材・資料選定や指導方法の改善・充実を図ることが重要である。


そこで，本研究は，道徳的実践プログラムの作成をとおして，命を大切にする心を育むための指


導の在り方について明らかにし，中学校道徳教育の充実に役立てようとするものである。


Ⅱ 研究の方向性


中学校において，命を大切にする心を育むために効果的な道徳の時間の指導方法や道徳的実践活


動の計画の在り方を示した道徳的実践プログラムを作成し，命を大切にする心を育む中学校道徳教


育の推進に資する。


Ⅲ 研究の年次計画


本研究は，平成19年度から平成20年度にわたる２年次研究である。


第１年次（平成19年度）


命を大切にする心を育む道徳教育についての基本的な考え方の検討及び基本構想を立案し，道


徳的実践プログラムの作成，道徳的実践プログラムを活用した道徳の時間の指導や道徳的実践活


動をとおしてその改善点を明らかにする。


第２年次（平成20年度）


第１年次に明らかにした道徳的実践プログラムの改善点を基に道徳の時間の指導や道徳的実践


活動を行い，その分析・考察をとおして命を大切にする心を育む道徳教育の在り方についてまと


める。


Ⅳ 本年度の研究内容と方法


１ 目標


中学校道徳教育において，道徳的実践プログラムの改善点を基に道徳の時間の指導や道徳的実


践活動を行い，その分析・考察をとおして命を大切にする心を育む道徳教育の在り方についてま
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とめる。


２ 内容と方法


(1) 命を大切にする心を育むための道徳的実践プログラムの作成（文献法）


(2) 命を大切にする心を育むための道徳的実践プログラムを活用した指導実践及び実践結果の分


析と考察（授業実践・調査法）


(3) 命を大切にする心を育むための中学校道徳教育に関する研究のまとめ


３ 研究協力校


花巻市立南城中学校


Ⅴ 研究結果の分析と考察


１ 第１年次の研究の経緯


第１年次の研究の基本的な考えは，以下のとおりであった。


本研究においては，命を大切にする心を育むために「健全な自尊感情」，「人間関係を築


く力」，「規範意識」の育成が重要であると考える。そして，この三つの重要事項全てにか


かわる重視したい学習指導要領道徳編の内容項目を１－（３）「自主自律，誠実と責任」，


２－（３）「友情・信頼」，３－（２）「生命の尊重」，４－（３）「公徳心，社会連帯の


自覚」ととらえて，この四つの内容項目の価値を高めるための道徳的実践プログラムを作成


し，学校教育活動全体の中で意図的，効果的に活用していくことが，命を大切にする心を育


むことにつながると考える。


この基本的な考えのもとに研究協力校で実践を推進した結果，以下の課題が明らかとなった。


［課題１］道徳的実践プログラムの考え方について


三つの重要事項の一つ一つが複数の道徳内容項目に関連しているので，道徳内容


項目を四つに限定することについて見直しを図る必要がある。


［課題２］道徳的実践プログラムの流れについて


命を大切にする心と三つの重要事項の結び付きを生徒が自覚できる場面がなかっ


た。


［課題１］については，四つの道徳内容項目を重点的に高めるために道徳的実践活動や道徳の


時間を位置付けるのではなく，各学校や生徒の実態に合わせて，弾力的に学校教育活動に道徳的


実践活動を位置付けて推進を図る必要があると判断した。


［課題２］については，生徒たちに日常の学校教育活動を大切にしていくことが，命を大切に


する心につながる意識付けを図る場面を設定することで，道徳的実践活動に臨む意欲を高めたい


と考えた。


そこで，［課題１］，［課題２］をそれぞれ以下のように改善して，第２年次の研究推進を図


ることとした。


［課題１の改善点］四つの道徳内容項目に限定して，三つの重要事項全体を高めていくので


はなく，一つ一つの重要事項を高めるために複数の道徳内容項目に関連


させて，道徳的実践活動を推進していく。


［課題２の改善点］命を大切にする心と三つの重要事項の結び付きを生徒に自覚させ，三つ


の重要事項が日常の学校教育活動で育まれていることに気付かせる場面


を道徳的実践プログラムの最初と最後に位置付ける。
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２ 命を大切にする心を育む中学校道徳教育に関する基本的な考え方


第１年次の研究実践の課題とその課題の改善点を受けて，本年度の研究の基本的な考えを次の


とおりに示す。


(1) 課題１の改善点を踏まえた研究の基本的な考え方


本研究においては，命を大切にする心を育むために「健全な自尊感情」，「人間関係を築


く力」，「規範意識」の育成が重要であると考える。これら三つの重要事項に関連する道徳


性を学習指導要領道徳編の内容項目と結び付けた道徳の時間と学校教育活動全体との効果的


な関連を図った道徳的実践プログラムを作成し，活用していくことで，命を大切にする心を


育むことにつながると考える。


この研究で最も大切にしたいことは，命を大切にする心を育むことをねらいとした道徳教育


の在り方の具体を中学校の教育活動全体に位置付けることである。


そこで，命を大切にする心を育むことをねらいとして道徳の時間を中心に，教科，他領域，


生徒の日常生活全般の指導と関連させた道徳的実践プログラムを作成し，道徳的実践活動を行


っていくことで，中学校道徳教育の推進を図ることとする。


命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムを次のように定義する。


道徳的実践プログラムとは，命を大切にする心を育むために大きくかかわるととらえた「健


全な自尊感情（自分も他人も大切にする心）」，「人間関係を築く力（まわりの人とよりよ


い関係を築こうとする力）」，「規範意識（善悪を判断し，まわりを考えて行動しようとする心）」


の三つの重要事項を高めるための道徳的実践活動等の指導計画の作成の手順及び具体の指導


計画例を示したものである。


命を大切にする心を育む道徳的実践活動を次のように定義する。


道徳的実践活動とは，命を大切にする心を育むために道徳の時間と他領域，生徒の日常生


活全般の指導を関連させた一連の活動を示す。「個人目標の設定と意欲付け（第一段階）」，


「実際の活動・体験（第二段階）」，「活動に対する振り返り（第三段階）」の三段階から


成る。


本研究においては，命を大切にする心を育むための三つの重要事項に関連するととらえた重


視する中学校学習指導要領道徳編の内容項目を【表１】としてとらえる。


【表１】三つの重要事項と関連するととらえた重視する道徳内容項目


重 要 事 項 関連するととらえた重視する道徳内容項目


健全な自尊感情 ◆１の視点（主として自分自身に関すること）


１－（２）希望，勇気，強い意志


１－（３）自主自律，誠実と責任


１－（５）反省と向上，個性の伸長


人間関係を築く力 ◆２の視点（主として他の人とのかかわりに関すること）


２－（２）人間愛，感謝と思いやり


２－（３）友情・信頼


２－（５）個性や立場の尊重，謙虚，広い心


規範意識 ◆４の視点（主として集団や社会とのかかわりに関すること）


４－（２）遵法，権利義務，社会の秩序と規律


４－（３）公徳心，社会連帯の自覚


４－（４）正義，公正公平，差別や偏見の克服


※内容項目の表題は，副読本から引用したものである。本頁以降も同じである。


(2) 課題２の改善点を踏まえた研究の基本的な考え方


「命を見つめるオリエンテーション」から「命を見つめる振り返りタイム」まで，命を見つ
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めることから始まり，三つの重要事項を高める道徳的実践活動を行い，再び命を見つめること


に戻る一連の教育活動が道徳的実践プログラムの流れである。


「命を見つめるオリエンテーション」とは，生命尊重の価値の自覚を図る道徳の時間からス


タートし，特別活動で命を大切にする心が，「健全な自尊感情」，「人間関係を築く力」，「規


範意識」の三つの重要事項に結び付くことや三つの重要事項を日常の学校教育活動で育んでい


ることに気付かせていく指導実践である。この指導実践を行うことで，生徒が学校の諸活動に


主体的に取り組んでいこうとする意欲を高めることができると考える。


「命を見つめる振り返りタイム」とは，生徒自身が，これまでの取り組んできた一連の道徳


的実践活動をとおして，どのような成長が見られ，そのことが命を大切にする心にどのように


つながったのかを見つめ直す特別活動からスタートし, 道徳の時間で再び生命尊重の価値の自


覚の継続化を図る指導実践である。この指導実践を行うことで，生徒にこれまでの取り組んで


きた一連の道徳的実践活動を振り返らせ，活動の中での成果を再確認し合うことで，自分自身


の心の成長を自覚させたいと考える。


道徳の時間の指導は，三つの重要事項を高めるための道徳的実践活動ごとのねらいよって関


連する重視したい内容項目の中から一つに絞って，道徳的実践活動の前後に弾力的に位置付け


ながら道徳的価値把握のための補充，深化，統合を図るものとする。そのために，効果的な道


徳の時間の指導の在り方を示した指導展開案を作成することとする。これは，命を大切にする


心を育むための内容項目に関する道徳の時間の指導展開が示されたものである。


(3) 命を大切にする心を育む中学校道徳教育に関する基本構想図


ここまで述べてきたことを基に，命を大切にする心を育む中学校道徳教育に関する基本構想


図を【図１】に示す。


社会の状況を含めた生徒の実態 学校現場の実態


・生徒を取り巻く環境の変化 ・道徳教育の指導計画と道徳の時間の命を大切にする心が


・家庭や地域の教育力の低下 指導との相互関連が不明確十分に育っていない


・児童・生徒の生活体験の減少 ・道徳の時間の指導の形式化生徒


【図１】命を大切にする心を育む中学校道徳教育に関する基本構想図
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３ 命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの作成


(1) 命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの概要


「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの概要」を【図２】に示す。


学習活動名 ね ら い 主 な 学 習 内 容


かけがえのない自他の命を大切にしよう 道徳内容項目３－（２）「生命の尊重」


とする心情や態度を育てる。 の価値を高める道徳の時間を行う。


三つの重要事項を高めることが，学校教 道徳的実践プログラムのスタートに位


育活動に主体的に取り組んでいくことに 置付ける活動で，命を大切にする心を


つながることに気付かせ，日々の学校生 育むための三つの重要事項を高める活


活を充実させていこうとする意欲を高め 動が学校の教育活動全体の中で行われ


る。 ていることに気付かせていく時間。


道徳的実践活動は，年間数回設定し，各学校の教育活動のねらいを基に三つの


一年間のスパンで三つの重要事項を重要事項を高めるための道徳的実践活動


高めるために展開されるものである。を位置付けて，道徳性を高める視点で道


一つ一つの道徳的実践活動の流れは，徳的実践活動のねらいを設定する。


三段階から成る。


学校教育活動のねらいによって，二つな


いし三つの重要事項を高めるための道徳 活動の意義を考えさせ，目的意識


的実践活動となる場合もある。 をもつことによって意欲を高める。


道徳の時間の指導は，三つの重要事項を


高めるための道徳的実践活動ごとのねら 特別活動や総合的な学習の時間の


いによって，【表１】に示した関連する ねらいを踏まえて，個人目標を意


重視したい道徳の内容項目の中から選択 識しながら活動・体験に取り組む。


して，道徳的実践活動の前後に弾力的に


位置付け，価値の主体的自覚を図る。


活動・体験を振り返って，自分自


身の行動を見つめ直し，成果を互


いに交流し合う。


これまでの道徳的実践活動を振り返って これまでの道徳的実践活動を振り返っ


成果を交流する中で，三つの重要事項の て，どのような成果があったのかを交


高まりを感じ取らせる。 流し合い，命を大切にする心にどのよ


うにつながったのかを確認する時間。


かけがえのない自他の命を大切にしよう 道徳内容項目３－（２）「生命の尊重」


とする心情を育てる。 の価値を高める道徳の時間を行う。


【図２】命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの概要
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つめる


オリエ


ンテー


ション


道徳の


時間


道徳の時間


命を見


つめる


振り返


りタイ


ム


第三段階 活動に対する振り返り


特別活動


命を見つ


める振り


返りタイ


ム


特別活動


命を見つ


めるオリ


エンテー


ション


人間関係を築く


力を高める道徳


的実践活動


規範意識を高め


る道徳的実践活


動


第二段階 活動・体験


道徳的実践活動の流れ


健全な自尊感情


を高める道徳的


実践活動
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(2) 命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの作成の手順


命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム作成の手順を【図３】に示す。


各学校の道徳教育全体計画を作成する際に，「道徳教育の重点目標」に「生命尊重」の視


点を位置付け，「道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針」の項目を挿入する。


各学校の道徳教育全体計画に基づいて，【別紙資料】の「道徳的実践活動年間題材一覧表


（例）」を参考にして，道徳的実践活動の場面を学校教育活動に具体的に位置付ける。


【図６】の「『命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図』作成の手順」を参


考にして，年間の道徳的実践活動を位置付けた各学校の道徳的実践プログラム構想図を作


成する。なお，道徳的実践活動のねらいは，各学校の特別活動や総合的な学習の時間のね


らいに照らし合わせて，それぞれ「健全な自尊感情」，「人間関係を築く力」，「規範意


識」を育成する視点で設定する。


道徳的実践活動が学校教育活動の中に位置付けられたことを受けて，学校の全教育活動に


おける道徳教育を「補充・深化・統合」する役割を果たす年間35時間の道徳の時間の年間


指導計画の中に「道徳的実践活動との関連」の項目を挿入する。


【図８】の「『道徳的実践活動指導展開略案』作成の手順」や【別紙資料】の「『道徳の


時間指導展開略案』作成の留意点」を参考にして，各学校の道徳的実践活動及び道徳の時


間の指導展開略案を作成して，道徳的実践活動を推進する。


【図３】命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム作成の手順


以下，次頁以降（Ｐ７～Ｐ10）に五つの手順の一つ一つの概要を示す。五つの手順の具体につ


いては，【別紙資料】「道徳的実践プログラム」に示すこととする。


完成した道徳的実践プログラムに沿って，道徳的実践活動の推進を図る


手順２ 道徳的実践活動場面の設定


手順３ 命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図の作成


手順４ 道徳の時間の年間指導計画に「道徳的実践活動との関連」項目挿入


手順５ 道徳的実践活動や道徳の時間の指導展開略案の作成


手順１ 「生命尊重」の視点を位置付けた道徳教育全体計画の作成
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ア 手順１「生命尊重の視点を位置付けた道徳教育全体計画の作成」について


各学校の道徳教育全体計画を作成する際に，「道徳教育の重点目標」に「生命尊重」の視点を


位置付け，「道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針」の項目を挿入する。具体の手順を


【図４】に示す。


道 徳 教 育 全 体 計 画


学 校 教 育 目 標


道 徳 教 育 の 重 点 目 標


（例）・自他の生命を大切にする心を育む


（例）・命を大切にする心を育むために，三つの重要
事項である「健全な自尊感情」，「人間関係
を築く力」，「規範意識」の育成を目指す
「健全な自尊感情」を高めるために
「人間関係を築く力」を高めるために
「規範意識」を高めるために


道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針


（例）・学校の教育活動を道徳的実践活動の場として
とらえ 道徳の時間と計画的な関連を図って,
道徳的実践プログラムに沿って，年間をとお
して，重点目標の具現化を目指す。


道 徳 の 時 間 の 指 導 方 針


【図４】「生命尊重の視点を位置付けた道徳教育全体計画」作成の手順


イ 手順２「道徳的実践活動場面の設定」について


各学校の「道徳教育全体計画」に基づいて，道徳的実践活動の場面を学校教育活動に位置付け


る。学校教育活動のどのような場面を道徳的実践活動に位置付けていくことができるのか三つの


重要事項とのつながりも含めて【別紙資料】の「命を大切にする心を育む道徳的実践活動年間題


材一覧表（例）」を参考にして，選択・決定する。


命を大切にする心を育む道徳的実践活動年間題材一覧表（例）」「
（★印は，重要事項の要素を特に強く含んでいるととらえた事項です。）


三つの重要事項


領域 題材 活動の主なねらい


★ ★ ★入学式 新入生の入学を喜び合い，新しい学校生活における夢
学 儀 。特 や希望をもつ


★ ☆ ★式 始業式 新学期に臨む意欲と新たな目標をもつ。
的


★ ☆ ★行 終業式 学期の成果と課題を確認し，長期休業に向けての目標を
もつ。事


卒業生の卒業を喜び合い，それぞれの新しい生活への別 校
卒業式 ★ ★ ★


期待と目標をもつ。


★ ★ ★体 体育祭 集団の中で自己の力を発揮すると同時に仲間と協力し
育 。合うことの大切さを学ぶ


仲間と協力し合って，よりよい関係を築こうとしたり活 行 的
★ ★ ★行 校内球技大会


，目標に向かって自分の役割を果たす。
事


★ ★ ☆地区陸上大会 応援や競技に目標をもって取り組む。


★ ★ ★
学 日常の学習活動の成果を発表し，創造的な力を培うと


ともに集団の中での仲間との協力や団結を深める。動 事 芸 文化祭


的
行


【図５】「命を大切にする心を育む道徳的実践活動題材一覧表（例）」抜粋


ポイント１


「道徳教育の重点目標」の項目の中に「生


命尊重」の視点を位置付ける


本研究では三つの重要事項である「健全


な自尊感情」，「人間関係を築く力」，


「規範意識」を高めることが命を大切にす


る心につながるとらえなので，三つの重要


事項を高めることも「生命尊重」の視点に


かかわるととらえる


ポイント２


「道徳的実践プログラムにおける道徳教育


指導方針」の項目を挿入する


学校の教育活動を道徳的実践活動の場と


とらえ，道徳の時間と関連させて，「道徳


教育の重点目標」の具現化を目指すことを


表記する


ポイント３


「道徳的実践プログラムにおける道徳


教育指導方針」の項目を受けて，「道徳


の時間の指導方針」を設定する


健全な


自尊感


情


人間関


係を築


く力


規範意


識
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ウ 手順３「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図の作成」について


各学校における道徳的実践活動の一年間の見通しや取組の内容を示した「命を大切にする心を


育む道徳的実践プログラム構想図」を作成する。【図６】に「『命を大切にする心を育む道徳的


実践プログラム構想図』作成の手順」を示す。


１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年


４
月


５
月


９


月


２


「


月


【図６】「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」作成の手順


◆健全な自尊感情を高める道徳的実践活動のねらい（例）


自主的に判断し，主体的に行動してその結果について責任を果たそうとする心


や態度を育てる


◆道徳的実践活動の流れ（例）


道徳的実践プログラムのスタートに位置付ける活動で，新年度に全学年同じ内容


の学習活動を行う


○○○立○○○中学校


◆道徳的実践活動のねらい


◆道徳的実践活動の流れ


総合的な学習の時間で


行う道徳的実践活動


◆健全な自尊感情を高める道徳


的実践活動のねらい（例）


体験学習をとおして，自己の


有用性や役割意識を感じ取り


自己を見つめ直すことで主体


的に生きようとする態度を育


てる


◆人間関係力を高める道徳的実


践活動のねらい（例）


社会で働く多様な大人とのか


かわりをとおして，自分自身


も社会の中で多くの人とのか


かわりの中で生きていること


に気付き，主体的に学ぼうと


する態度を育てる


◆道徳的実践活動の流れ


命を見つめるオリエンテーション（全学年共通）


命を大切にする心を育む道徳的実践活動構想図（例）


道 徳 的 実 践 活 動（全学年共通，学年ごと）


道


徳


的


実


践


活


動


の


ね


ら


い


と


流


れ


ポイント２


道徳的実践活動をど


のような教育活動に位


置付けたのかを明らか


にする


道徳の時間 内容項目 資料名 （５月）


道徳的実践活動第一段階 意欲付け（５月）


道徳の時間 内容項目 資料名（５月）


道徳的実践活動第二段階 活動・体験（５月）


ポイント４


道徳的実践活動の


おおまなかな流れを


簡潔に示す


道徳的実践プログラムの終わりに位置付ける活動で，３学期に全学年同じ内容の


学習活動を行う


命を見つめる振り返りタイム（全学年共通）


◆道徳的実践活動のねらい


◆道徳的実践活動の流れ


総合的な学習の時間で行


う道徳的実践活動


総合的な学習の時間


（例）道徳的実践活動と


位置付けた職場体験学習


ポイント５


道徳的実践プログ


ラムの最後に「命を


見つめる振り返りタ


イム」を位置付ける


これまで取り組ん


できた道徳的実践活


動の成果を交流し，


命を大切にする心に


どのようにつながっ


たのかを確認する


ポイント３


各学校の教育活動


のねらいに照らし合


わせて道徳的実践活


動のねらいを設定す


る 道徳的実践活動


のねらいは，各学校


の教育活動のねらい


によって，「健全な


自尊感情」，「人間


関係を築く力」，


「規範意識」の三つ


全部の視点にかかわ


る場合や一つだけの


場合もある


ポイント１


道徳的実践プログ


ラムのスタートに


「命を見つめるオリ


エンテーション」を


位置付ける


命を大切にする心


が三つの重要事項に


関連することや三つ


の重要事項を高める


ために学校教育活動


を充実させていくこ


との大切さを生徒た


ちに意識付けさせる


道徳的実践活動第三段階 振り返り（５月）


（例）道徳的実践活動と位置付けた生徒総会（全学年共通）
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道徳的実践活動と位置付けた文化祭指導展開略案（例）


エ 手順４「道徳の時間の年間指導計画の作成」について


道徳の時間の年間指導計画の作成にあたっては，「命を大切にする心を育む道徳的実践プログ


ラム構想図」に沿って設定する。そのために，年間指導計画の項目の中に「道徳的実践活動との


関連」という項目を挿入して，道徳的実践活動との関連を明らかにする。道徳の時間の年間指導


計画の作成例を【図７】に示す。


第二学年「道徳の時間」年間指導計画(例）


道徳的実践活月 内容項 主題名 資料名 ねらい 心のノー目
動との関連（発行社） トの活用


特別活動４ ３（２） 生命の尊重 ○○○○○ かけがえのない命の尊さに
命を見つめる気付き，家族や周りの人々
オリエンテーの愛情に感謝して，生きて


いこうとする心情を育てる


特別活動４ ２（３） 友情・信頼 ○○○○○○ 友情の尊さを理解し，互い P48，49
体育祭に相手の立場になって行動


しようとする態度を育てる


【図７】「道徳の時間の年間指導計画」の作成例


オ 手順５「道徳的実践活動と道徳の時間の指導展開略案の作成」について


各学校の「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」に基づき，「道徳的実践活


動や道徳の時間の展開略案」を作成して，道徳的実践活動を推進する。「『道徳的実践活動指


導展開略案』作成の手順」を下図に示す。「道徳の時間の指導展開略案」については，【別


紙資料】に示すこととする。


～「人間関係を築く力」を高める道徳的実践活動 ～
１ ○○中学校の文化祭のねらい
・○中文化の継承と新たな創造に向けた集団活動をとおして，成就感を味


①
わわせるとともに集団への所属感を高める。


２ 道徳的実践活動のねらい
① 人間関係を築く力を高める視点で）（


・学級や学年の仲間との協力・団結をとおして，信頼・友情を育もうとする態
度を育てる。


３ 道徳的実践活動の展開


主 な 実 践 内 容実施日


／ 特別活動 道徳的実践活動第一段階 文化祭に向けた意欲付け


／ 道徳の時間 ２－（２）「感謝，思いやり」の価値を高める授業


／ 道徳の時間 ２－（３）「友情・信頼」の価値を高める授業


／ 特別活動〔学校行事〕道徳的実践活動第二段階 体験・活動 文化祭


／ 特別活動 道徳的実践活動第三段階 文化祭の振り返り


４ 展開略案


活動第一段階 設定時間【特別活動 学級活動「文化祭に向けた取組」】
学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指 導 上 の 留 意 点


・昨年度の文化祭についての ・前時に書いた「見つめるシート」


導 状況をまとめた資料を参考 の結果をまとめた資料の提示か


入 にして，資料の内容につい ら学級の生徒たちの文化祭に向


て感想を発表する。 けての意識をおさえさせる。


【図８】「『道徳的実践活動展開略案』作成の手順」抜粋


項目の中に「道徳的実践活動との関連」を挿入する


ポイント４


道徳的実践活


動となる特別活


動などの単位時


間における学習


活動を示す


ポイント３


道徳的実践活


動の具体的な実


施日を計画する


道徳の時間は


重要事項に関連


する内容項目か


ら選択する


ポイント１


各学校の教育


活動のねらいの


中に三つの重要


事項に関連する


内容がないかど


うかを検討する


ポイント２


三つの重要事


項に関連した事


項を高めるため


視点での道徳的


実践活動のねら


いを設定する
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カ 研究協力校における「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」


これまで述べてきた道徳的実践プログラムの作成の手順に沿って作成した研究協力校の２学年


における「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」を下図に示す。


２ 学 年


６
・
７
月


９


月


10


月


10
月


【図９】研究協力校における「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」


◆道徳的実践活動のねらい


・健全な自尊感情を高める視点 自己の役割意識をもつことで，自己有用感を感じ，よりよいものを創ろう


とする向上心を育てる


・人間関係を築く力を高める視点 学級や学年の仲間との協力をとおして，信頼・友情を育もうとする態度を


育てる


・規範意識を高める視点 活動にかかわるきまりを守ることをとおして，自己の役割や責任を自覚し


集団生活の向上に努める態度を育てる


命を大切にする心を育む道徳的実践活動構想図（例）


◆道徳的実践活動のねらい


・健全な自尊感情を高める視点 体験活動をとおして，自己の有用性や役割意識を感じ取り，自己を見つめ


直すことで主体的に生きようとする態度を育てる


・人間関係を築く力を高める視点 社会で働く多様な大人とのかかわりをとおして，自分自身も社会の中で多


くの人とのかかわりの中で生きていることに気付き，主体的に学ぼうとす


る態度を育てる


命を大切にする心をもった○○中学校の生徒の姿


自尊感情を育む 規範意識を育む 人間関係を築く力を育む


道徳的実践活動と位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習


道徳的実践活動と位置付けた文化祭


道 徳 的 実 践 活 動（全学年共通，学年ごと）


命を見つめるオリエンテーション（全学年共通）


命を見つめる振り返りタイム（全学年共通）


◆「命を見つめるオリエンテーション」のねらい


命を大切にする心を育むために三つの重点事項を高めるための活動が日常の学校教育活動の中で行われている


ことに気付かせ，日々の活動に主体的に取り組んでいこうとする意欲を育てる。


◆「命を見つめる振り返りタイム」のねらい


これまでの道徳的実践活動に取り組んできて，活動を振り返ってどのような成果があったのかを交流し合い，


命を大切にする心にどのようにつながったのかを確認する。


◆「命を見つめる振り返りタイム」の流れ


道徳の時間 ３－（２）生命の尊重「奇跡の一週間」


特別活動 「命を見つめる振り返りタイム」


◆「命を見つめるオリエンテーション」の流れ


道徳の時間 ３－（２）生命の尊重 「妹に」


特別活動 「命を見つめるオリエンテーション」


◆道徳的実践活動の流れ


総合の時間


道徳的実践活動


第一段階


意欲付け


道徳の時間１－


（５）反省と向


上，個性の伸長


「じいちゃんへ」


総合の時間


道徳的実践活動


第三段階


振り返り


総合の時間


道徳的実践活動


第二段階


活動・体験


道徳の時間２－


（２）人間愛，


感謝と思いやり


「夜の果物屋」


特別活動


活動第一段階


意欲付け


◆道徳的実践活動の流れ


道徳の時間１


－（２）強い


意志「アイヌ


語とともに」


道徳の時間２


－（３）友情・


信頼「クマのぬ


いぐるみと私」


道徳の時間４


－（２）遵法，


権利義務「錆び


た自転車」


特別活動


活動第二段階


活動・体験


特別活動


活動第三段階


振り返り


道


徳


的


実


践


活


動


の


ね


ら


い


と


流


れ
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４ 命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムに基づく実践とその分析と考察


(1) 分析と考察の方法


実践の分析と考察の方法を【表２】に示す。


【表２】実践の分析と考察の方法
項 目 分析と考察の方法 具体的な手だて
道徳的実践プログ 道徳的実践プログラムを活用した協 道徳的実践プログラムの有効性について協力校の教
ラムの有効性 力校の教職員の感想 職員の聞き取り調査の結果を分析・考察する
命を大切にする心 あ「命を見つめるオリエンテーション」 「命を見つめるシート」の中の「命について，今
の育成状況 なたが考えていることや思っていることを自由に書と「命を見つめる振り返りタイム」


きなさい」という項目の記述内容が「オリエンテーシで活用した「命を見つめるシート」
ョン」，「振り返り」でどのように変容したのか，の生徒の記述内容及び道徳的実践活
過程となる道徳的実践活動の「見つめるシート」動で活用した「見つめるシート」の
の記述内容も参考にしながら，三つの重要事項に照生徒の記述内容
し合わせてＫＪ法で分析し，考察を加えるら


「命を見つめる振り返りタイム」終了時に「命を見三つの重要事項にかかわる生徒の自
己評価と自由記述 つめるオリエンテーション」からの数ヶ月を振り返


って，三つの重要事項にかかわる意識面の生徒の自
己評価と行動面の記述内容を分析・考察する


道徳的実践プログラムを活用した協 道徳的実践プログラムを活用しての生徒の命を大切
力校の教職員の感想 にする心の育成状況に関する協力校の教職員の聞き


取り調査の結果を分析・考察する


実践記録(2)


研究協力校における実践概要を【図10】，道徳的実践活動の概要を【資料１】～【資料３】に


示す。本年度は２年生の１学級を対象に実践を行った。


命を見つめるオリエンテーション
実 施 日 領 域 名 主な実践内容


３－（２）「生命の尊重」の価値を高める「妹に」の授業6月30日(月) 道徳の時間
ねらい 命について見つめ直させ，かけがえのない自他の命を大切にしようとする心


情を育てる。


「命を見つめるオリエンテーション」7月 3日(木) 特別活動
ねらい 命を大切にする心を育むために三つの重点事項を高める活動が日常の学校教


育活動の中で行われていることに気付かせ，日々の活動に主体的に取り組ん
でいこうとする意欲を高める。


健全な自尊感情，人間関係を築く力を高める道徳的実践活動】道徳的実践活動として位置付けた総合の職場体験学習【


実 施 日 領 域 主な実践内容


8月25日(月) 総合の時間 道徳的実践活動 第一段階 職場体験活動に向けた意欲付け


9月 8日(月) 道徳の時間 １－（５）「反省と向上，個性の伸長」の価値を高める「じいちゃんへ」の授業


9月10日(水) 総合の時間 道徳的実践活動第二段階 体験・活動 職場体験学習
11日(木)


9月12日(金) 総合の時間 道徳的実践活動第三段階 職場体験学習の振り返り


9月22日(月) 道徳の時間 ２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」 の価値を高める「夜の果物屋」の授業


【健全な自尊感情，人間関係を築く力，規範意識を高める道徳的実践活動】道徳的実践活動として位置付けた文化祭


実 施 日 領 域 主な実践内容


9月26日(金) 特別活動 道徳的実践活動第一段階 文化祭に向けた意欲付け


「アイヌ語とともに」の授業10月 6日(月) 道徳の時間 １－（２）「希望，勇気，強い意志」の価値を高める


２－（３）「友情・信頼」の価値を高める「クマのぬいぐるみとわたし」の授業10月14日(火) 道徳の時間


10月20日(月) 道徳の時間 ４－（２）「遵法，権利義務，社会の秩序と規律」の価値を高める「錆びた自転車」の
授業


10月26日(日) 特別活動 道徳的実践活動第二段階 体験・活動 文化祭


10月29日(水) 特別活動 道徳的実践活動第三段階 文化祭の振り返り


命を見つめる振り返りタイム
実 施 日 領 域 主な実践内容


「命を見つめる振り返りタイム」10月29日(水) 特別活動
ねらい これまでの道徳徳的実践活動を振り返って，どのような成果があったのかを


交流し合い，命を大切にする心にどのようにつながったのかを確認する。


３－（２）「生命の尊重」の価値を高める「奇跡の一週間」の授業10月31日(金) 道徳の時間
ねらい 命の有限性について考えることで，今を精一杯生きることや日常生活を大切


にしていこうとする心情や態度を育てる。


【図10】道徳的実践プログラムを活用した実践概要
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【資料１】「命を見つめるオリエンテーション」の実践概要


ねらい１
・中学生に命のもつさまざまな側面をイメージさせ，命を大切にする心を育むことが学校
生活の中のあらゆる場面にかかわっていることを自覚させる。その上で，主体的に学校
教育活動に臨もうとする意欲を高める。


２ 研究協力校での実践日
・１時間目（道徳の時間）３－（２）「生命の尊重」


「妹に」の授業（東京書籍）6月30日（月）４校時
・２時間目（特別活動） 「学級活動」 7月 3日（木）３校時


３ 実践対象学級 ２年２組（男子15名，女子14名，計29名）
４ 実践の概要


資料名「妹に」（出典：東京書籍「明日をひらく２」）】【１時間目 道徳の時間：


ねらい 道徳内容項目３－（２）「生命の尊重」
生命の誕生をとおして，かけがえのない自他の命の尊さに気付き，家族や周りの人々の愛
情に感謝しながら生きていこうとする心情を育てる。


学 習 活 動 の 様 子主な教師のはたらきかけ


【道徳シートに書き込む生徒の様子】１ 今，自分が生きていることを振り返
らせながら本時への意欲付けを行う。導


○今，生きているあなたを支えて
くれたのはどんな人たちですか入


２ 資料を範読する
３ 資料を読んで，感動した箇所を発表


させながら「妹の誕生」に対する家
族のかけがえのない命を大切に育て
ていこ とする思いに共感させる。う


○資料を読んで，最も感動したと展
ろはどこですかこ


そこにどんな感想をもちました
か


詩の中の最後の連に注目させ，多く４
の愛を受けた人たちに感謝しながら
生きていくわたしの喜びに気付かせ
る。開


○多く 人からどのような心を受の
けてきたのですか


◎そのような多くの人の心を受け
て育ってきたわたしはどのよう
に生きていきたいのか


【実践で活用した道徳シートの生徒記述例】
今まで，家族を始めとして，まわり５


終 道徳シートの記述は，大多数の生徒が，家族の人たちからどのような支えを受け
やまわりの人たちから多くの愛情を受けとってきたのかを想起させて発表させる。


末 ていることに感謝している内容が多かった。６ 次時「命のオリエンテーション」
の予告を行う。


実践日 ６月30日（月）【「命を見つめるオリエンテーション」の事前指導：短学活】


ねらい 「命を見つめるオリエンテーション」の学習を充実させるために，事前に生徒の命
に関する意識の状況を把握する。


主な教師のはたらきかけ 「命を見つめるシート」の設問内容


展 ・「命を見つめるシート」を配布して ★今日，わたしたちの身の回りでは，命にかかわ
最近の人命を奪った事例を口頭で紹 る出来事がたくさん起きています。なぜ，これ
介し，意識付けさせる。 らの出来事が起きると思うか。あなたの考えを


開 ・命について自分の考えや思いを「命 書きなさい。
を見つめるシート」に書かせる。 ★「命」について，今あなたが考えていることや


思っていることを自由に書きなさい。


中心発問となる


「多くの人の心


を受けて育って


きたわたしはど


のように生きて


いきたいのか」


は道徳シートに


書かせて，発表


に結び付けた


「命を見つめるオリエンテーション」
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「学級活動」】【２時間目 「命を見つめるオリエンテーション」：特別活動


ねらい 命を大切にする心を育むために三つの重要事項を高めるための活動が日常の学校
生活の中で行われていることに気付かせ，学校教育活動に主体的に取り組 いんで
こうとする意欲を高める。


学 習 活 動 の 様 子主 な 学 習 活 動


「命を見つめるシート」の回答集約 ・「命を見つめるシート」の回答集約プリントは，１
プリントを見て，学習内容を確認す 事前指導で「なぜ，命に関する出来事が起こるの導
る。 か」という質問項目に対して，生徒の考えを記述


した内容を三つの重要事項の視点で分類したもの
を提示する。入


「命を見つめるシート」の回答集約プ２
リントをもとにして三つに分類した事
項がどのような心なのかを確認する。


○三つに分類した共通点を考えて，回
答集約プリントに記入し，発表し合
う。


○三つに分類した事項がそれぞれ「自
分も他人も大切にする心」，「まわ
りの人とよりよい関係を築こうとす
る力」，「善悪を判断し，まわりを
考えて行動しようとする心」にかか
わることを確認する。


課題を確認する。展 ３


命を大切にする心を育むために，日常の学校生活のど
のような活動や場面を大切にしていけばよいのかを考
えよう


三つの重要事項を高めることと日常４
の学校生活との関係を考える。


○三つの重要事項を高めるために学校
生活の中でどのような活動や場面が
大切になるのかを考える。


○三つの重要事項を高める学校生活の開
活動を考えて，それぞれの重要事項
ごとに三枚の短冊に書く。


○書いた短冊を各自黒板に掲示して，
お互いの考えを確認し合う。


【生徒の記述内容の例】５ 今日の授業をとおして学んだことや
感想をシートの裏面に書いて発表す
る。
★日常の学校生活を大切にしていくこ終
とや充実させていくことが，「自分
も他人も大切にする心」，「まわり
の人とよりよい関係を築こうとする
力」，「善悪を判断し，まわりを考末
えて行動しようとする心」を高め，
最終的に「命を大切にする心」につ
ながることの意識付けをする。


命を大切にしない心の


根底にある要因が「自


分も他人も大切にする


心」，「善悪を判断


し，まわりを考えて行


動しようとする心」，


「まわりの人とよりよ


い関係を築こうとする


力」の三つの重要事項


が乏しいという点をお


さえさせる。そのこと


で，これら三つの重要


事項を高めていくこと


の大切さに気付かせた


三つの重要事項を高め


る学校生活の活動を書


いた短冊を黒板に掲示


して，三つの重要事項


に結び付く根拠を発表


し合った


三つの重要事項を高め


るために学校生活の中


でどのような活動が大


切なのかを考えて，短


冊に書かせた


・学校の三大行事ではまわりの人とよりよい関係


を築こうとする力を身に付けられるように毎日


の生活の中から信頼関係を築いていきたい


・南中祭で，みんなと協力して，励まし合いなが


らやっていきたい。このクラスで卒業までいく


からみんな一人ひとりを大切にしていきたい
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【資料２】「道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習」の実践概要


研究協力校の「総合的な学習の時間」における職場体験学習のねらい１


①・身近な地域の産業の職場体験をとおして，勤労の意義を考え，自分の将来の進路を見つめさせる


・「 地域から生き方を学ぶ ～花巻の発展のために～」をテーマとしているリサーチタイムの学習②
に役立てる。


２ 道徳的実践活動のねらい


① 健全な自尊感情を高める視点
・体験活動をとおして，自己の有用性や役割意識を感じ取り，自己を見つめ直すことで
主体的に生きようとする態度を育てる。


② 人間関係を築く力を高める視点
・社会で働く多様な大人とのかかわりをとおして，自分自身も社会の中で多くの人との
かかわりの中で生きていることに気付き，主体的に学ぼうとする態度を育てる。


３ 実践対象学級 ２年２組（男子15名，女子14名，計29名）
４ 道徳的実践活動の展開


実践日 学校教育活動名 主な実践内容とねらい


Ｈ20 総合的な学習の時間 道徳的実践活動［第一段階］個人目標の設定と意欲付け
８月25日
(月)


「職場体験学習」に向けてねらいを確認さ ，主体的に取せ
り組もうとする意欲を高める。


９月８日 道徳の時間 道徳内容項目１－（５）「反省と向上，個性の伸長」の
価値を高める授業(月)
資料名「じいちゃんへ」（出典：文部省道徳教育推進指
導資料～「中学校読み物資料とその利用」～）


《健全な自尊感情を高める視点》
自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性や適
性を伸ばして充実した生き方を追求しようとする意欲
を育てる。


９月10日 総合的な学習の時間 道徳的実践活動［第二段階］活動・体験
11日


職場体験学習の実施(水・木)


９月12日 総合的な学習の時間 道徳的実践活動［第三段階］活動の振り返り
（金）


「職場体験学習」を振り返り，活動の成果を確認し合う
ことで，達成感や成就感をもたせ，次の活動への意欲付
けを図る。


９月22日 道徳の時間 道徳内容項目２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」の
価値を高める授業(月)
資料名「夜の果物屋」（出典：東京書籍「明日をひらく
２」）


《人間関係を築く力を高める視点》
人の親切に素直に感謝し，他の人に対しては思いやり
の心をもって接しようとする心情を育てる。


「道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習」


「健全な自尊感情を高める」道徳的実践活動の視点


～「健全な自尊感情を高める」道徳的実践活動，「人間関係を築く力を高める」道徳的実践活動～


「人間関係を築く力を高める」道徳的実践活動の視点
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５ 実践の概要


【総合的な学習の時間：「職場体験学習に向けて」】


道徳的実践活動のねらい
「職場体験学習」に向けてねらいを確認させ，主体的に活動に取り組もうとする意欲を育てる。


主 な 学 習 活 動 学 習 活 動 の 様 子


１ オリエンテーション
導


「職場体験学習」の取組の概要
を確認し，今後の活動に対する
見通しをもつ。入


２ 課題意識づくり


活動のねらいを考え，「総合の
学習見つめるシート」に書く。展


３ ねらいの確認


生徒の発表をとおして，教師が
活動のねらいを確認する。


４ 活動に対する個人目標の設定開


５ 個人目標の発表交流


６ 教師の説話終


職場体験学習に向けて教師の願
いを聞く。末


【道徳の時間 「じいちゃんへ」 出典：文部省道徳教育推進指導資料「中学校読み物資料」 】: ( )


ねらい 道徳内容項目１－（５）「反省と向上，個性の伸長」
自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性や適性を伸ばして充実した生き方を追求し
ようとする意欲を育てる。


主な教師のはたらきかけ 学 習 活 動 の 様 子


１ 職場体験活動の想起導


職場体験学習で，どんなことを入
学んできたいか


２ 資料を範読して，価値を追求及
び把握させる。


「大工一筋に生きたい」という展
僕にはどんな気持ちがあると思
うか


「大工一筋に生きたい」という
僕の考えをどう思うか


開
３ 心のノートを活用して，価値の
主体的自覚を図る。


「あなたらしさがあなたの個性」
の「自分のこんなところをこう
したい」という箇所に記入して
発表し合う


４ 職場体験学習のねらいを想起さ終
せながら，価値への関心の継続
を図る。末


なぜ，この活動


をするのかねら


いを生徒たちに


考えさせること


で，主体的に活


動に取り組もう


とする意欲付け


をした


道


徳


的


実


践


活


動


第


一


段


階


意


欲


付


け


生徒の発表を認


め，励ましてこ


れからの「職場


体験学習」に前


向きに取り組も


うとする意欲付


けをした


健


全


な


自


尊


感


情


を


高


め


る


道


徳


の


時


間


道徳の時間の導入部分で，道徳的実践活動


にかかわる発問を意図的に行うことで，道


徳的実践活動との関連を意識付けさせた


この授業では，


自分の考えを道


徳シートに書い


て，書いたこと


をもとに発表す


る授業展開を図


った


全員が自分の考


えを発表できた


ことを認め，次


の道徳の時間へ


の意欲へとつな


げた


道徳の時間の終末部分で，道徳的実践活動


にかかわる説話を意図的に行うことで，道


徳的実践活動との関連を意識付けさせた
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【総合的な学習の時間：「職場体験学習」】


道徳的実践活動のねらい
個人目標の達成に向けて，仲間とともに「職場体験学習」に取り組む。


【総合的な学習の時間：「職場体験学習の反省」】


道徳的実践活動のねらい
「職場体験学習」を振り返り，活動の成果を確認し合うことで，達成感や成就感をもたせ，次の
活動への意欲付けを図る。


主 な 学 習 活 動 学 習 活 動 の 様 子


１ 職場体験学習の想起導


「職場体験学習」の感想を聞く
ことで，活動を想起する。入


２ 職場体験学習の振り返り


体験学習をとおして，学んだこ
と，個人目標に対する自己評価展
を「総合の学習の見つめるシー
ト」に書く。


「総合の見つめるシート」をも
とに，学んだことを発表する。


開
３ 活動の成果の交流
「総合の見つめるシート」をも
とに，個人目標に対して，自分
自身の行動や気持ちを発表する。


４ 教師の説話終
末


【道徳の時間：「夜の果物屋」（出典：「明日をひらく２」東京書籍）】


ねらい 道徳内容項目２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」
人の親切に素直に感謝し，他の人に対しては思いやりの心で接しようとする心情を育てる。


主な教師のはたらきかけ 学 習 活 動 の 様 子


１ 本時の価値への方向付けを図る導


職場体験学習活動のどんな場面入
で「ありがたいな」と感じたか


２ 資料を範読し，価値を追求及び
把握をさせる。
合唱部の練習で帰りが遅くなる
少女は，毎晩どんな気持ちで帰
宅していたと思うか展


暗やみの中に果物屋の明かりが
毎晩ともし続けられていること
で，少女はどんな気持ちになっ
たと思うか


開
どうして，少女は「この店の明
かりがあんなに温かく見えたの
は，当然だった」と感じたのだ
ろうか


。３ 価値を振り返らせる


日常生活の中で誰にどんなこと終
で感謝した経験があるか
その時，どんなことを感じたか末


道
徳
的
実
践
活
動
第
二
段
階


活
動


生徒の発表を


認め，励まし


て「職場体験


学習」の成果


を確認し合う


中で，生徒た


ちに達成感や


成就感をもた


せた


教師は職場体験の訪問先


で，個人目標が達成でき


るように活動の感想を聞


いたり，励ましの声をか


けたりした


職場体験学習で心に残ったエピソードを紹介


しながら，今回の活動でどのような心の成長


がみられたのか教師の感動を生徒に伝えた


道


徳


的


実


践


活


動


第


三


段


階


活


動


の


振


り


返


り


人
間
関
係
を
築
く
力
を
高
め
る
道
徳
の
時
間


この授業では，


発問のポイント


となる行動や会


話を紙板書にし


て，主人公の気


持ちに共感させ


ながら感謝や思


いやりの心につ


いて考えさせた


道徳の時間の導入部分で，道徳的実践活動


にかかわる発問を意図的に行うことで，道


徳的実践活動との関連を意識付けさせた


道徳の時間内に考えを交流できなかったので，道徳シートに


書かれた生徒の考えを後日，終学活の時間に道徳通信で紹介


することで一人一人の考えを大切にするように留意した
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【資料３】「命を見つめる振り返りタイム」の実践概要


１ ねらい
・１時間目（特別活動） １学期に行った「命を見つめるオリエンテーション」を受けて


取り組んできた道徳的実践活動を振り返ってどのような成果や
成長があったのかを交流し合い，命を大切にする心にどのよう
につながったのかを確認し合う。


・２時間目（道徳の時間）命について見つめ直させ，かけがえのない自他の命を大切にし
ようとする心情を育てる。


２ 研究協力校での実践日
・１時間目（特別活動) 「学級活動」 10月29日（水）４校時
２時間目（道徳の時間）３－（２）「生命の尊重」


「奇跡の一週間」（東京書籍） 10月31日（金）５校時
３ 実践対象学級 ２年２組（男子15名，女子14名，計29名）
４ 実践の概要


【１時間目】「命を見つめる振り返りタイム」：特別活動 「学級活動」


ねらい これまで取り組んできた学校教育活動を振り返って，どのような成果や成長があ
ったのかを交流し，命を大切にする心にどのようにつながったのかを確認する。


学 習 活 動 の 様 子主 な 学 習 活 動


１ 「命を見つめるオリエンテーション ・それぞれの活動で取り組んできた個人目標や反」
から，これまで取り組んできた職場 省を記述した「見つめるシート」を生徒個々に導
体験学習や文化祭をとおして，力を 配布しながら，これまでの自らの活動を振り返
入れて取り組んできたことやそこか らせた。入
ら学んだことを想起する。


」２ 「命を見つめるオリエンテーション
で確認した三つの重要事項を想起する。


３ 課題を確認する。


これまで取り組んできた学校教育活動を振り返って
自分が学んだことや成長できたことを交流し合おう


これまでの学校教育活動を振り返っ４
て，成果や心の成長を確認し合う。


○「命を見つめるオリエンテーション展
で自分が特に力を入れて取り組みた
いと決めた活動を始め，「職場体験
学習」，「文化祭」の成果を「命を
見つめるシート」に書く。


○「命を見つめるシート」に書いたこ
とをもとに活動を一つに絞って，心
の成長を短冊に書く。


開
○書いた短冊の内容が三つの重要事項
のどの事項に関係するかを考えて，
各自黒板に掲示する。


○活動をとおして，お互いの成果や成
長を発表し合い，お互いを認め合う。


５ 教師の説話を聞く。


○それぞれの心の成長が命を大切にす終
る心に結び付くことを確認する。


６ 次時が「生命尊重」にかかわる道徳
の時間であることを確認する。末


【実践で活用した「命を見つめるシート」の記述例】


書いた短冊を黒板に掲示し


て，三つの重要事項にどの


ように結び付いたのかを発


表し合い，お互いの成果や


成長を認め合った


道徳的実践活動の中から


一つを選択して活動をと


おして自分自身が成長し


たことを短冊に書かせた


「命を見つめる振り返りタイム」
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【２時間目 道徳の時間：資料名「奇跡の一週間」（出典：東京書籍「明日をひらく２」）】


ねらい 道徳内容項目３－（２）「生命の尊重」
命の有限性について考えることで，今を精一杯生きることや日常の生活を大切にしていこ
うとする心情を育てる。


学 習 活 動 の 様 子主な教師のはたらきかけ


【授業の様子】１ 本時の価値への方向付けを行う。
導


「ホスピス」という言葉を聞いた
とがあるか入 こ


どのような意味をもつ言葉なのか


２ 資料を範読し，価値の追求及び把握
図る。を


「ホスピスで患者さんが亡くなる展
とき，悲しくないの」という問い
に対して，わたしが「むっとして
いた」のはどうしてか


北村さんにさし絵を描いてくれる
ように依頼したわたしの気持ちが
変化したのは，わたしにどのよう
な気持ちがあったからだと思うか


開
「北村さんは，いっしょうけんめ
い『生きていた人』」という言葉
からわたしは，「生きること」と
はどんなことだと感じていたと思
うか


３ 教師の説話終
「心のノート」Ｐ76「いつか終わ


末 りがあること」を範読する。


【「命を見つめる振り返りタイム」の取組後の生徒の
声を集めた道徳通信「温もり」】【授業後の生徒の感想 一部紹介】


・今日の道徳の授業で，『北村さん
は，「死んでしまった人」ではな
くて，「いっしょうけんめい生き
ていた人」』というわたしの言葉
が印象に残りました。もうじき死
ぬとわかっていても投げやりにな
ったりせずに，今自分ができるこ
と，毎日パソコンでイラストを精
一杯描くことに取り組む姿から自
分の命をかがやかせようと生きる
北村さんの姿に感動しました。
今やるべきことに打ち込むこと，
悔いの残らないように過ごすこと
が大切だと思いました。


・最後までやりきることの大切さを
学んだ。生きるとは，最後までや
りきること。今の自分にとっては
部活動を一生懸命やること。


北村さんの生き方から，生きること


とは，今自分がやるべきことを精一


杯やることや毎日を大切にしていく


ことに気付くことができるような展


開を図った
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(3) 実践の分析と考察


ア 道徳的実践プログラムの有効性について


道徳的実践プログラムの有効性を確かめるために研究協力校の教職員を対象にした「道徳的実


践プログラムの活用にかかわる意識調査」を行った。質問項目に対する評定尺度と自由記述の結


果を【表３】に示す。


【表３】研究協力校の教職員における道徳的実践プログラムの意識調査の結果


（ｎ＝８）


項 目 評 定 尺 度


全く有道徳的実践プログラムの有効性 かなり 概ね有 あまり


効でな有効であ 効であ 有効で


いった った ない


◆ 道徳的実践プログラムの一連の流れの有効性 ２ ６ ０ ０


◆ 道徳的実践活動の一連の流れの有効性 ０ ０２ ６


２ ４ ２ ０◆ 道徳的実践活動と道徳の時間の関連の有効性


（ｎ＝８）
主な記述内容


◆ 道徳的実践プログラムの一連の流れの有効性


・一連の活動や学びをその場だけの個々に行うのではなく，道徳の時間で養った道徳的心情や態度を道徳


的実践活動という行動につないだ意義は大きい。（２名）


・「命」からスタートし，日常の道徳的な実践活動を経て，「命」に戻る一連の流れはとてもよく考えら


れており, 有効であった。（３名）


◆ 道徳的実践活動の一連の流れの有効性


・学校は多忙なので，事前指導のみで終わることもある。次に繋ぐためにも活動についての生徒個々の意


識付けができたこと，振り返りができたことはとても良かった。「目標」から「実践」，そして，「反


省・振り返り」はどんな活動にも必要であることを改めて感じた。（５名）


・活動に入るためにその意欲付けを行い，意味をもたせることは，実践や体験活動そのものが充実した意


味深いものになるのでよいと思う。（２名）


◆ 道徳的実践活動と道徳の時間の関連の有効性


・生徒の実態や他の教育活動との関連で道徳の時間の内容を設定することは必要なことだと思う。道徳的


実践プログラムでは，道徳の時間と活動をスムーズに結び付けることができたのではないかと思う。


（３名）


・道徳の授業をとおして，様々な行動や活動のもつ意味や価値について一人一人の考えを共有したり，発


見したりすることは，道徳的実践活動そのものを充実させることに大きく繋がってくると思う。（２名）


(ｱ) 道徳的実践プログラムの一連の流れの有効性について


道徳的プログラムの一連の流れについて，研究協力校の教職員から有効であったという結


果が得られた。「命を見つめるオリエンテーション」で学校教育活動を大切にしたり，充実


させたりすることが三つの重要事項を高めることにつながり，そのことが命を大切にする心


に結び付くということを生徒たちに意識付けさせて道徳的実践活動に取り組むことの重要性


について概ね理解が図られたと考える。しかし，「『命を見つめる』という観点が生徒に十
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分浸透していないと感じた」という記述や，「『命を見つめる振り返りタイム』時には，『命を


見つめるオリエンテーション』での意識付けが忘れ去られていた」という記述もみられ，課題が浮


き彫りになった。道徳的実践プログラムの一連の過程の中で数回「命を見つめるオリエンテーシ


ョン」で意識付けした三つの重要事項を想起させ，それまでの過程を振り返らせながら改めて意


欲付けを図る場面が必要であったと考える。


(ｲ) 道徳的実践活動の一連の流れの有効性について


道徳的実践活動の一連の流れについて，研究協力校の教職員から有効であったという結果が得


られた。道徳的実践活動第二段階の活動・体験の事前に目的意識をもたせたり，意欲付けを行っ


たりすることや，事後に活動に対する振り返りを行い，活動の成果を交流し合うことの大切さに


ついて概ね理解が図られたと考える。


課題としては，「道徳的実践活動については，学校行事だけでなく日常生活の係活動や清掃な


どに関連させた取組も必要だったのではないか。」という記述もみられた。日常生活の取組を毎


日学級の短学活などで評価しながら三つの重要事項の育成を日常的に図る道徳的実践活動をプロ


グラムに挿入していくことが大切であるととらえる。


(ｳ) 道徳的実践活動と道徳の時間の関連の有効性について


道徳的実践活動と道徳の時間の関連について，研究協力校の教職員から概ね有効であったとい


う結果が得られた。道徳的実践活動のねらいに即して道徳の時間において関連する内容項目の価


値の自覚を図ることや，道徳の時間の中の導入や終末部に道徳的実践活動にかかわる発問や説話


を行い，道徳的実践活動に対する意識付けを図ることの大切さについて概ね理解が図られたと考


える。しかしながら，この項目に関しては評定尺度で「あまり有効でなかった」という評価もみ


られた。「『道徳の授業』から『実践活動への意欲付け』に強引さを感じるところもあり，生徒


にとって，価値の押し付けにならないか」という記述もみられた。道徳の時間の内容と道徳的実


践活動の内容面の関連だけにこだわらずに，道徳の時間と道徳的実践活動のねらいをよく吟味し


て，ねらいに沿った導入，終末部分の発問や説話を弾力的に行う必要があると考える。


道徳的実践プログラムの実践については，今回一学級を中心に学年の教職員の協力を得ながら推


進してきたが，「学校教育活動の中で効果的に行うためには，学年全体，さらには学校全体で足並


みを揃えて実践することでさらに大きな効果が上がるのではないか」という記述もみられた。学校


教育活動のねらいや内容の見直しを行い，明確な関連性を打ち出したプログラムを作成し，全教職


員の共通理解のもとに推進していくことが生徒の心の育成を図る上で重要であるととらえる。その


ためには，各学校における道徳的実践プログラムの内容を作成しやすい簡潔なものにすること，作


成した道徳的実践プログラムの推進方法を新年度に全職員で共通理解すること，道徳的実践活動の


事前に教職員による綿密な打ち合わせを行うことが大切である。以上のことから道徳的実践プログ


ラムの流れや内容は生徒の命を大切にする心を育む上で有効であるという見通しをもつことができ


た。


イ 命を大切にする心の育成について


(ｱ) 命に関する生徒の自由記述から


「命を見つめるオリエンテーション」と「命を見つめる振り返りタイム」時に行った「命につ


いて感じたり，考えたりした自由記述」について事前事後の生徒の記述をもとにして生徒の意識
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の変容を分析・考察するためにＫＪ法（川喜田，1967）を行った。分類した結果を【表４】に示


す。


（ｎ＝26）【表４】命に関する生徒の記述分類表


設 問 「命について感じたり，考えたりしたことを自由に書きなさい」


「命を見つめるオリエンテーション」事前 「命を見つめる振り返りタイム」事後


健全な自 人間関 規範意識 その他 健全な自尊感情 人間関係を築く 規範意識 その他生徒


尊感情 係を築 力
く力


自分自身の判断で物事
1 精一杯生


を決めたいきていき
たい


命は大切 命は大切2
関わる人を大切


3
特に何も


にしたい感じない
命は大切 精一杯生きていきたい4


人の役に 人の役 人生の財5
立ちたい に立ち 産


たい
もっと自分を見つめる 命の連続6 人を傷付けて 命は大切


性はだめだ ことが大切


命は大切 毎日を大切にしたい 命は大切7
人を傷付けて 命は大切 生きている間に人や生 生きている間に8
はだめだ き物に何かをして精一 人や生き物に何


杯生きていきたい かをして精一杯


生きていきたい
命は大切 関わる人を大切9


にしたい


命は大切 命が縮むか 命の連続10
ら麻薬はだ 性 曽祖
めだ 母が亡く


なった
命は大切 関わる人を大切 人生11


にしたい


無回答 命を大事にしたい 関わる人を大切 命は大切12
にしたい


命は大切 命＝自分 生きている13
こと自体がすごく嬉し
いことだ


命は大切 命を大事にしたい 命は大切14
家族に支 家族に 命は大切15
えられて 支えら
いる れてる


命を大事 命は大切 精一杯生きていきたい16
にしたい


命を粗末にし 命は大切 命を大事にしたい 関わる人を大切 命は大切17
ている人がい にしたい
て悲しい


命を大事 命を大事にしたい 命は大切18
にしたい 精一杯生きていきたい


命は大切 命を大事にしたい 命は大切19


命は大切 精一杯生きていきたい20
精一杯生 自分は今まで何度も命 人を傷付け21
きていき を粗末にしていた てはだめだ


たい 精一杯生きていきたい
人を傷付けて 命は大切 人を傷付け 命は大切22
はだめだ てはだめだ


命を大事 命は大切 自分も他人も大切にし 関わる人を大切23
にしたい たい にしたい


人を傷付けて 命を大事にしたい24
はだめだ


命を大事 命は大切 普段の生活の中で「死 「死ね」という 「死ね」と 命は大切25
にしたい ね」という言葉を軽々 言葉を軽々しく いう言葉を


しく使ってはいけない 使ってはいけな 使ってはい
い けない


命を大事 命は大切 精一杯生きていきたい たくさんの人と26
にしたい 命の有限 もっと出会いた


性 い
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【表４】の結果から，事前，事後ともに自他の命を大事にし，精一杯生きていきたいという「健


全な自尊感情」にかかわること，まわりの人を大切にしていきたいという「人間関係を築く力」


にかかわること，人を傷付ける行為が絶対にあってはならないという「規範意識」にかかわるこ


との三つの分類が成された。事前の記述と事後の記述を比較するとそれぞれ三つの分類ともに観


念的内容から学校や家庭生活など具体的な社会生活にかかわる内容に変容した記述が増えている。


例えば，「命は大切である」という観念的な記述から自らの家族の死や社会のニュースなど具体


的な現象を取り上げ，それに対する自らの感情を書き込んでいた記述がみられた。また，「人を


殺してはいけない」という事前の記述から，「友人に『死ね』と言わないようにしたい」と自ら


の行動を振り返る記述がみられた。


さらに，事後においては，命にかかわる自らの生き方に触れるような記述が増えた。その事例


として, ある生徒は，「命を見つめるオリエンテーション」時では，「命は大切なものだ」とい


う観念的なとらえをしていた。しかし，道徳的実践活動に取り組むことによって実践活動として


とらえた職場体験学習後では，「仕事の大変な中にやりがいや楽しさがあるからこそ仕事を続け


ることができるのだということを実際に仕事をして学んだ」という「健全な自尊感情」の高まり


をみいだすことができた。さらに，その後の実践活動としてとらえた文化祭後では，「みんなで一


生懸命団結することの大切さ，最後までやり通すことの大切さを学ぶことができた」という「健全


な自尊感情」や「人間関係を築く力」の高まりをみいだすことができた。そして，最後の「命を


見つめる振り返りタイム」では，「自分の命も他人の命も大切にしていきたい。学級のみんなと


仲良くしていきたい。つらいことがあってもそれを乗り越えていけるようになりたい」という記


述に変容した。観念的にとらえていた命を道徳的実践活動を繰り返す中で，自分自身の行動面か


らとらえることができるようになったと考える。


このように，事前，事後の記述を比較すると命のとらえが，観念的な記述から，具体的な事象


を取り上げ，自分の体験や生活に結び付けたり，三つの重要事項にかかわる自らの行動として考


えたりする記述が増えており，変容がみられた。


(ｲ) 研究協力校の教職員による命を大切にする心の育成状況に関する意識調査から


先に述べた研究協力校の教職員を対象にした「道徳的実践プログラムの活用にかかわる意識調


査」では，「プログラムを活用することで生徒の命を大切にする心の育成状況は育まれたか」


という観点についても意識調査を行った。質問項目に対する評定尺度の結果を【表５】に示す。


【表５】研究協力校の教職員における道徳的実践プログラムの意識調査(「生徒の心の育成状況」)の結果


（ｎ＝５）


項 目 評 定 尺 度


道徳的実践プログラムを活用することで，対象とな かなり 概ね高 あまり高 全く高 無回答


った生徒たちの命を大切にする心の育成状況につい 高まっ まった まらなか まらな


て た った かった


０ ３ ０ ０ ２
（１）命を大切にする心の育成状況


０ ５ ０ ０ ０
（２）健全な自尊感情「自分も他人も大切にする心」


の育成状況


（３）人間関係を築く力「まわりの人とよりよい関係
０ ４ １ ０ ０


を築く力」の育成状況


（４）規範意識「善悪を判断し，まわりを考えて行
０ ３ １ ０ １


動する心」の育成状況
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【表５】の結果から，道徳的実践プログラムを活用したことによる生徒の命を大切にする心の育


成状況について概ね高まってきているという結果がみられた。「道徳的実践活動の職場体験学習や


文化祭などの取組時で，生徒たちの自尊感情や人間関係を築く力の高まりを感じた」という記述が


みられた。また，「道徳通信『温もり』の生徒たちの記述内容から心の成長がみられたのではない


か」という記述もあった。その反面，生徒たちは三つの重要事項の大切さは感覚的には理解してい


るものの行動面になってみえない」という記述もみられた。また，無回答もあり，聞き取り調査を


行った結果，「生徒個々について意識の変容はみられる者もいるが，集団として日常の言動などか


ら変容をみてとることの難しさがある」という感想があり，心の育成状況をみることの難しさが指


摘され，意識調査の設問内容や方法そのものを吟味する必要があった。


(ｳ) 三つの重要事項に関する生徒の意識調査から


「命を見つめる振り返りタイム」終了時に生徒自身の三つの重要事項が育まれてきたかどうか


を自由記述を含めて,自己評価させる意識調査を実施した。結果を【図11】に示す。


【主な記述内容】


・いろいろなリーダーになって，自分でみんなを


まとめる力がついてきたと思う


・前よりは自分の考えを発言できるようになった


・みんな大切な存在なんだと思えるようになった


・みんなともっとふれあいたいと思えるようにな


った。その中で自分の存在についても考えた


【主な記述内容】


・前よりも部活で後輩に気を配れるようになった


・文化祭の時，合唱練習を協力することによって


まわりと良い関係が築けた


・自分から進んで挨拶をするようになった


・職場体験学習で，幼児のことがとても可愛くて


沢山ふれあうことができて，良い体験になった


【主な記述内容】


・悪いことをしようと言われたら，嫌だと答える


ことができた


・正しいことを言われたら反抗しないで，受け入


れることができるようになってきた


・学校のきまりなど全体のことを考えて，善悪を


を確認しながら行動できるようになってきた


【図11】生徒の意識調査結果（心の成長の自己評価）


善悪を判断してまわりを考えて行動しようとする心
（規範意識）


２５．９ ４８．１ ２５．９


0% 20% 40% 60% 80% 100%


ｎ＝２７


成長した 少しは成長した


あまり成長していない 全く成長していない


まわりの人とよりよい関係を築こうとする力
（人間関係を築く力）


２９．６ ６２．９


0% 20% 40% 60% 80% 100%


ｎ＝２７


成長した 少しは成長した


あまり成長していない 全く成長していない


 ７．４


自分も他人も大切にする心（健全な自尊感情）


２５．９ ５９．２ １１．１


0% 20% 40% 60% 80% 100%


ｎ＝２７


成長した 少しは成長した


あまり成長していない 全く成長していない


 ３．８ ３．８
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【図５】の結果，三つの重要事項ともに概ね育まれてきているという生徒自身の自己評価であ


った。


「自分も他人も大切にする心」に関しては，「みんなともっとふれあいたいと思えるようにな


った。その中で，自分の存在についても考えられた」という記述がみられた。「人間関係を築く


力」と「健全な自尊感情」の両面の要素があり，二つの重要事項の高まりが感じられる記述であ


る。今後，他の存在やかかわりにも目を向けさせて，自他ともにかけがえのない存在であること


に留意した道徳的実践活動の取組を図っていくことが大切であると考える。


「まわりの人とよりよい関係を築こうとする力」に関しては，道徳的実践活動としてとらえた


職場体験学習や文化祭の活動をとおして，行動面での成長がみられる記述が多くあった。職場体


験学習では，「訪問先の人たちとのふれあいをとおして，周りの人の存在について考えるように


なった」という記述がみられた。また，文化祭では「級友などと協力することで，学級の仲間の


大切さを感じた」という記述がみられた。道徳的実践活動という体験や活動を重ねていくことで，


道徳的実践力の高まりにつながる一例であるととらえる。


「善悪を判断して，まわりのことを考えて行動しようとする心」に関しては，三つの重要事項


の中で，「あまり成長していない」と答えた割合が一番多かった。「行事の時や日常の授業中な


ど周囲のことを考えずに行動している時があった」という記述内容もあり，自分自身の行動を見


つめ直すことができていることを「規範意識」の高まりとしてとらえたい。生徒の自己評価の結


果から，生徒の実態を考えると「規範意識」を高めるための道徳的実践活動や道徳の時間を重視


した取組が今後求められるととらえる。


以上，「命に関する生徒の自由記述の事前事後の比較」，「教職員による生徒の命を大切にす


る心の育成状況の意識調査」，「三つの重要事項に関する生徒の意識調査」の結果から，道徳的


実践プログラムを活用した結果，生徒の命を大切にする心の育成について育まれてきており，道


徳的実践プログラムが生徒の命を大切にする心を育む上で有効であるという見通しをもつことが


できた。


４ 命を大切にする心を育む中学校道徳教育に関する研究のまとめ


中学校における命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの作成をとおした指導実践と，そ


の分析・考察によって明らかになった成果と課題についてまとめる。


(1) 成果


ア 「命を見つめるオリエンテーション」から「命を見つめる振り返りタイム」まで，命を見つ


めることから始まり，三つの重要事項を高める道徳的実践活動を行い，再び命を見つめること


に戻る道徳的実践プログラムの一連の流れが有効であるという見通しをもつことができた。


イ 道徳的実践活動における第一段階の意識付けや個人目標の設定など活動の意義を考えさせ，


目的意識をもたせることによって意欲を高め，第三段階の活動に対する振り返りで成果や課題


を交流し合いながらお互いを認め合う一連の流れが有効であるという見通しをもつことができ


た。


ウ 道徳的実践活動と道徳の時間を意図的に関連させることで，道徳の時間の価値の自覚の高ま


りを道徳的実践活動の行動面につなげる手だてが有効であるという見通しをもつことができた。
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エ 道徳的実践プログラムの推進を図る中で，研究協力校の教職員の道徳教育の指針として道


徳的実践プログラムが役立つものという見通しをもつことができた。


オ 道徳的実践プログラムは，研究協力校の教職員と研究対象の生徒自身から見て，命を大切


にする心を育む上で有効であるという見通しをもつことができた。


(2) 課題


ア 道徳的実践プログラムの推進は，全教職員の共通理解のもと学年，学校全体で指導実践を


重ねることで，有効性をさらに検討する必要がある。


イ 生徒の心の変容を図るために日々の学校活動の中で道徳性を高めるための日常的な教育活


動を道徳的実践活動としてプログラムの中に盛り込んでいく必要がある。


以上のことから，本研究で作成した道徳的実践プログラムは，命を大切にする心を育む上で効


果があり，中学校道徳教育の指導の改善に役立つという見通しをもつことができた。


Ⅵ 研究のまとめ


１ 研究の成果


本研究は，中学校において，命を大切にする心を育むために効果的な道徳の時間の指導方法や


道徳的実践活動の計画の在り方を示した道徳的実践プログラムを作成し，命を大切にする心を育


む中学校道徳教育の推進に資するものである。研究の成果と課題を整理してまとめとする。


(1) 命を大切にする心を育むための道徳的実践プログラムの作成


日常の学校教育活動を大切にしていくことが，生徒の命を大切にする心の育成につながる。


そのために,「健全な自尊感情」，「人間関係を築く力」，「規範意識」の三つの重要事項を


高めるための道徳的実践活動を学校教育活動の中に位置付けて繰り返し実践していくことが，


中学校における命を大切にする心をもった生徒の育成につながるという研究の基本的な考え方


を示すことができた。


その考え方を基に「命を見つめるオリエンテーション」から「命を見つめる振り返りタイム」


までの一連の道徳的実践活動の流れや道徳的実践活動と道徳の時間との関連を位置付けた「道


徳的実践プログラム」を作成することができた。


さらに，「道徳的実践プログラム」の中に，各学校の道徳教育の推進を図るためのプログラ


ム作成の手順と指導計画例，研究協力校における道徳的実践活動や道徳の時間の指導展開案を


示すことができた。


(2) 命を大切にする心を育むための道徳的実践プログラムを活用した指導実践及び実践結果の分


析と考察


研究協力校における指導実践をとおして，教職員の感想・聞き取りから道徳的実践プログラ


ムは対象学級の生徒の命を大切にする心を育成する上で有効であることが確かめられた。


また，生徒の記述内容や教職員の感想・聞き取りから，道徳的実践プログラムを活用したこ


とによる生徒の命を大切にする心の育成に効果があり，中学校道徳教育の指導改善に役立つと


いう見通しをもつことができた。


２ 今後の課題


命を大切にする心を育む道徳的実践プログラムの推進にあたっては，研究協力校との事前の検


討が非常に重要であった。よって，今後このプログラムを広く各学校において汎用するにあたっ
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ては，各学校の実態に合わせた年間を見通した全校体制での道徳的実践活動の場面の設定や構想


図の作成，教職員の共通理解を図った上での推進が必要であると考える。


［おわりに］


この研究を進めるにあたり，お忙しい中ご協力いただきました研究協力校の先生方，生徒の皆さ


んに心から感謝申し上げます。
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まわりの人とよりよい


関係を築こうとする力


善悪を判断し，まわり


を考えて行動しようと


する心


人間関係を築く力健全な自尊感情


規範意識







中学生の時期は，心身両面にわたる発達が著しく，主体的な自我の確立を求める時期です。


この特性を踏まえ，命を大切にする心を育むために「健全な自尊感情」，「人間関係を築く


力」，「規範意識」の育成が重要であると考えます。


道徳的実践プログラムとは，命を大切にする心を育むために大きくかかわるととらえたこれ


ら三つの重要事項を高めるための道徳的実践活動等の指導計画の作成の手順及び具体の指導


計画例を示したものです。


この道徳的実践プログラムを効果的に活用することで，各学校の実態に即した道徳教育の具


体的な指導計画作成及び実践に役立ててほしいと考ます。


≪道徳的実践プログラム：目次≫
１命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム作成の手順


手順１ 「生命尊重」の視点を位置付けた道徳教育全体計画の作成 ２


手順２ 道徳的実践活動場面の設定 ４


手順３ 「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」の作成 ６


手順４ 道徳の時間の年間指導計画に「道徳的実践活動との関連」項目挿入 ８


手順５ 道徳的実践活動や道徳の時間の指導展開略案の作成 10


12資料編：道徳的実践活動及び道徳の時間の実践事例


「命を見つめるオリエンテーション」指導展開案 13(1)


道徳の時間指導展開案「妹に」 13


特別活動「命を見つめるオリエンテーション」指導展開案 14


(2) 「道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習」の


指導展開案 16


道徳的実践活動第一段階（意欲付け）指導展開案 17


道徳的実践活動第三段階（振り返り）指導展開案 18


道徳の時間指導展開案「じいちゃん」 19


道徳の時間指導展開案「夜の果物屋」 21


(3) 「道徳的実践活動として位置付けた文化祭」指導展開案 22


道徳的実践活動第一段階（意欲付け）指導展開案 23


道徳的実践活動第三段階（振り返り）指導展開案 24


道徳の時間指導展開案「アイヌ語とともに 金田一京助」 25


道徳の時間指導展開案「クマのぬいぐるみとわたし」 27


道徳の時間指導展開案「錆びた自転車」 28


(4) 「命を見つめる振り返りタイム」指導展開案 29


特別活動「命を見つめる振り返りタイム」指導展開案 29


道徳の時間指導展開案「奇跡の一週間」 30


実践で使用した「見つめるシート」 31


は じ め に
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各学校における命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム作成の手順を下図に示します。


各学校の道徳教育全体計画を作成する際に，「道徳教育の重点目標」に「生命尊重」の視


点を位置付け，「道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針」の項目を挿入します。


各学校の道徳教育全体計画に基づいて，Ｐ３の「道徳的実践活動年間題材一覧表（例）」


を参考にして，道徳的実践活動の場面を学校教育活動に具体的に位置付けます。


Ｐ４の「『命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図』作成の手順」を参考に


して，年間の道徳的実践活動を位置付けた各学校の道徳的実践プログラム構想図を作成し


ます。


なお，道徳的実践活動のねらいは 各学校の特別活動や総合的な学習の時間のねらいに照,


らし合わせて，それぞれ「健全な自尊感情」，「人間関係を築く力」，「規範意識」を育


成する視点で設定します。


道徳的実践活動が学校教育活動の中に位置付けられたことを受けて，学校の全教育活動に


おける道徳教育を「補充・深化・統合」する役割を果たす年間35時間の道徳の時間の年間


指導計画の中に「道徳的実践活動との関連」の項目を挿入します。


Ｐ10の「『道徳的実践活動指導展開略案』の手順」やＰ11の「『道徳の時間指導展開略案』


の留意点」を参考にして，各学校の道徳的実践活動及び道徳の時間の指導展開略案を作成


して，道徳的実践活動を推進します。


【図１】命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム作成の手順


道徳的実践プログラム作成の手順は【図１】に示したように五つの段階から成ります。


次頁以降に道徳的実践プログラムの作成の手順と具体の指導計画例を示します。


完成した道徳的実践プログラムに沿って，道徳的実践活動の推進を図る


手順２ 道徳的実践活動場面の設定


手順３ 命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図の作成


手順４ 道徳の時間の年間指導計画に「道徳的実践活動との関連」項目挿入


手順５ 道徳的実践活動や道徳の時間の指導展開略案の作成


手順１ 「生命尊重」の視点を位置付けた道徳教育全体計画の作成


道徳的実践プログラム作成の手順
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各学校の道徳教育全体計画を作成する際に，「道徳教育の重点目標」に「生命尊重」の視点


を位置付け，「道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針」の項目を挿入します。具体の


手順を示します。


「生命尊重」の視点を位置付けた道徳教育全体計画作成の手順


道 徳 教 育 全 体 計 画


学 校 教 育 目 標


道 徳 教 育 の 重 点 目 標


（例）・自他の生命を大切にする心を育む


（例）・命を大切にする心を育むために，三つの重


要事項である「健全な自尊感情」，「人間


関係を築く力」，「規範意識」の育成を目


指す


「健全な自尊感情」を高めるために


「人間関係を築く力」を高めるために


「規範意識」を高めるために


道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針


（例）・学校の教育活動を道徳的実践活動の場とし


てとらえ 道徳の時間と計画的な関連を図,


って，道徳的実践プログラムに沿って，年


間を通して，重点目標の具現化を目指す。


道 徳 の 時 間 の 指 導 方 針


手順１ 「生命尊重」の視点を位置付けた道徳教育全体計画の作成


ポイント１


「道徳教育の重点目標」の項


目の中に「生命尊重」の視点を


位置付けます


本研究では，三つの重要事項


である「健全な自尊感情」，


「人間関係を築く力」，「規範


意識」を高めることが命を大切


にする心につながるとらえなの


で，三つの重要事項を高めるこ


とも「生命尊重」の視点にかか


わるととらえます


ポイント２


「道徳的実践プログラムにお


ける道徳教育指導方針」の項目


を挿入します


学校の教育活動を道徳的実践


活動の場ととらえ，道徳の時間


と関連させて，「道徳教育の重


点目標」の具現化を目指すこと


を表記します


ポイント３


「道徳的実践プログラムにお


ける道徳教育指導方針」の項目


を受けて，「道徳の時間の指導


方針」を設定します
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手順１を基に作成した研究協力校における道徳教育全体計画を下図に示します。


研究協力校における道徳教育全体計画


花巻市立南城中学校道 徳 教 育 全 体 計 画


教育関係法規 生徒の実態学 校 教 育 目 標
自ら学び 心ゆたかで たくましい生徒日本国憲法


○集団生活を向上させようとしている
教育基本法


一，真理をもとめ進んで学習する生徒 ○自然や環境を守ろうとする態度がある学習指導要領
一，明朗で心身ともにたくましい生徒 ●個性を伸ばそうとする心が弱い面がある


岩手県学校教育指導指針
一，正しく判断し行動に責任を持つ生徒 ●友人どうしの信頼関係が薄い面がある


花巻市民憲章
一，自分や他人を尊び社会性豊かな生徒


時代・社会の要請 保護者・教職員のねがい道徳教育の重点目標
・生命を尊び，人間らしく気高く生きる生徒の命を大切にする心を 命を大切にする心を育むために，道徳的実践プログラム
生徒


育む教育の充実が求められ により，三つの視点の育成を目指す
・望ましい生活習慣を身に付け，目標をている


かけがえのない自他の存在に気付 めざしてやりぬく生徒健全な自尊感情を高める
き，前向きな生活をしようとする ・礼儀正しく，思いやりを持ち，信頼し


合う生徒各教科における道徳教育
他者を肯定的に受けとめ，お互い ・正義を重んじ，奉仕の精神を持つ生徒・各教科における道徳教育 人間関係を築く力を高める・各教
に願いや思いを伝え合っている科の目標達成をとおして，生徒


特別活動における道徳教育の道徳性を育てる
・心身の均衡のとれた発達と個性の伸長・主体的に考え判断し，学んだこ 規範意識を高める いかなる状況においても，命の尊さ


を図るとを生活に生かす態度を育てる を踏まえて善悪を判断できる


・集団や社会の一員として，よりよい生・共に協力し合い，学び合う学習
上の課題解決の力の育成を図る態度を育て道徳的体験を深める ◇道徳内容項目１の視点 何が正しく，何が誤りであるかを自 活


・人間としての生き方について自覚を国 伝え合う力を高め，思考力や想 ら判断し，自分の考えや行動に対し
深め，自己を生かす能力を養う像力を養い，国語を尊重し，感 て誠実に責任を果たそうとする態度


動する心を育てる ・集団での活動をとおして，基本的生活語 を育る
社会に対する関心を高め，資料 習慣や望ましい人間関係や生活上の課


社
◇道徳内容項目２の視点 友情の尊さを理解し，相手の立場に 特


について多面的，多角的に考察 題解決の力の育成を図る立って行動し，お互いに認め合って 別
し，わが国を愛する公民的資質 ☆学校及び学級生活の向上会 向上しようとする態度を育てる 活
を育む ☆自己理解と集団の中の自分の役割，心動
数学的な見方や考え方のよさを 身の健康や安全数 ◇道徳内容項目３の視点１年★個として生命を考える
知り，進んで活用し，粘り強く ☆学習の充実，将来の生き方と進路選択生命の誕生にかかわる神秘性にふれ


ると共にかけがえのない生命を尊重学 問題を解こうとする態度を育て
る ・自発的，自活的な活動を展開することする心を育てる
自然への関心や理解を深めると により，集団生活の充実や改善向上す理 ２年★家族の一員として生命を考える 生
ともに自然を愛する心と科学的 る力の育成を図る家族のつながりを再認識するととも 徒
に調べる能力と態度を養う ☆生徒総会科 にたったひとつのかけがえのない生 会
音楽に対する感性を豊かにし， ☆生徒会入学式音 命を尊重する心を育てる 活
音楽を愛好する豊かな情操を養 ☆立会演説会３年★人類の一人として生命を考える 動
う ☆三送会楽 生命の有限性と連続性に気づき，生
感性を豊かにし，想像の喜びを ☆応援歌練習，激例会美 命を尊重する心を育てる


・豊かな体験的活動をとおして，さま味わい美術を愛好する豊かな情 ◇道徳内容項目４の視点 公徳のモラルを大切にし，人間とし
ざまな道徳性を養う術 操を養う て互いの連帯を自覚し，望ましい社 学
☆儀式的行事☆学芸的行事保 健康の保持増進のための実行力


会を実現しようとする態度を育てる 校
☆健康安全・体育的行事豊かな生活を営む態度を育てる 行
☆勤労生産・奉仕的行事体 事


生活と技術のかかわりに理解を技


総合的な学習の時間における道徳教育
深め，進んで生活を工夫し，創


道徳的実践プログラムにおける道徳教育指導方針
・課題との関連から自分の生き方を探求する家


造する能力と実践的な態度を育
重点的に高めていくために，学校の教育活動に計画的，系統的


・自己を見つめ，互いに認め合い，高め合うこと
てる


に道徳的価値を位置付け，道徳の時間と道徳的実践活動によっ
で個々 の価値観を育てる


外
言葉や文化に対する理解やコミ て，命を大切にする心の育成を図るためのプログラムの実施を


☆自分自身の生き方を見つめるテーマ学習
国
ュニケーションの態度の育成を 行う


☆人権や福祉・ボランティアに関するテーマ学習
語
図り，実践的コミュニケーショ 第一段階 生徒による個人のめあての設定と意欲付け


☆自然や環境に関するテーマ学習ンの能力の基礎を養う 第二段階 活動・体験
☆国際理解や郷土・伝統文化に関するテーマ学習第三段階 活動に対する生徒自身の振り返り


道徳の時間の指導方針 『心のノート』の活用
・教育活動の全体を通じて，自分自身の行動や心の


「道徳の時間の展開指導案」を有効に活用し， 在り方を見つめ直す機会に弾力的に用いる
全教育活動を通じて行う道徳教育を補充，深化 ・生徒と教師及び生徒と保護者とが道徳的価値につ
統合し，生徒の道徳的実践力を育成する いて話し合ったり，連携を深めたりするための手


だてとして用いる


生徒指導における道徳教育の方針 家庭・地域との連携 学校教育環境の整備
生徒指導運営計画に基づき，基本的な生活 啓発活動 実践活動 豊かな心を育て，道徳的実践意
習慣の確立を目指すと共に，日常生活にお 欲を高めるような環境づくりに☆校報・学級通信の発行 ☆ＰＴＡ活動
いて道徳的判断力の育成を図る 努める☆授業参観，懇談会 ☆生徒会行事への参加
☆挨拶・きまりの遵守・思いやりの心 ☆地区の清掃活動 ☆環境美化（校内・地域）☆家庭訪問
☆問題行動の予防・早期発見，教職員の共 ☆地区懇談会 ☆地域行事への参加 ☆展示や掲示
通理解，地域・家庭との連携 ☆教育振興運動 ☆地域の方の校内行事等 ☆図書館，学級文庫
☆リーダー育成，生徒会活動の活発化 ☆個人面談 への招聘
☆部活動の充実，生徒とのふれあい ☆通信表







- 4 -


各学校の道徳教育全体計画に基づいて，道徳的実践活動の場面を学校教育活動に位置付けま


す。学校教育活動のどのような場面を道徳的実践活動に位置付けていくことができるのか三つ


の重要事項とのつながりも含めて「命を大切にする心を育む道徳的実践活動年間題材一覧表


（★印は，重要事項の要素を特に強く含んでいるととらえた事項です。）（例）」を示します。


命を大切にする心を育む道徳的実践活動年間題材一覧表（例）」「


三つの重要事項


領域 題材 活動の主なねらい


★ ★ ★入学式 新入生の入学を喜び合い，新しい学校生活における夢や希望


儀 。をもつ


★ ☆ ★式 始業式 新学期に臨む意欲と新たな目標をもつ。
的


★ ☆ ★行 終業式 学期の成果と課題を確認し，長期休業に向けての目標をもつ。


卒業生の卒業を喜び合い，それぞれの新しい生活への期待と事
卒業式 ★ ★ ★特 学 目標をもつ。


★ ★ ★体 体育祭
集団の中で自己の力を発揮すると同時に仲間と協力し合うこ


育 。との大切さを学ぶ


仲間と協力し合って，よりよい関係を築こうとしたり，目標的
★ ★ ★校 行 校内球技大会


に向かって自分の役割を果たす。
事


★ ★ ☆地区陸上大会 応援や競技に目標をもって取り組む。


★ ★ ★日常の学習活動の成果を発表し，創造的な力を培うとともに
集団の中での仲間との協力や団結を深める。別 学 文化祭


行 芸


★ ☆ ☆的 団体鑑賞
価値のある学芸に触れることによって，自身の創造的な感性
を磨く。行


全校や学級が一体となったハーモニー創りをとおして，仲間
事


合唱コンクール ★ ★ ☆との団結を深める。
事


旅 集団生活に必要な基本的な生活習慣のきまりを確認するとと
☆ ★ ★行 集団宿泊研修 もに，仲間との交流をとおして，親睦を図る。


的活
行 これまで学校生活で学んだ学び方を社会に出て体験する機会


★ ★ ★事 修学旅行 であるとともに仲間との協力や親睦を深める。


新入生の生徒会活動への意識付けを図るとともに，全校で協生徒会オリエン
★ ★ ☆テーション 力して学校の向上を決意する。


★ ★ ★生 応援歌練習
自校の応援歌を覚えることによって，愛校心を深める。


徒 集団の中の一員として責任をもって，学校生活を向上させて動
生徒総会 ★ ★いこうとする態度をもつ。


★


会


★ ★ ☆福祉体験活動 福祉に対する視野を広め，社会の中で自分が役立つことの大
切さを自覚する。行


自分たちの身近な地域の環境の在り方を考えるともに，保全環境保全活動 ★ ★ ★事 を心がけていこうとする意欲をもつ。


★ ☆ ★委員会活動
自分の仕事に自覚と責任をもって，主体的に活動に取り組む
態度をもつ。


学級の中における自分の仕事に責任と自覚をもつ。
日


学級係活動 ★ ★ ★


常


★ ★ ★清掃活動
自分たちの日常生活の場をきれいに保つことの大切さを自覚
する。生
一日の成果と課題を確認し合って，毎日の学級生活の在り方短学活 ★ ★ ★活 を見つめ直す。


（例）職場体験 勤労の意義を考え，社会の中での自分の有用性を感じ取り，総合的な ★ ★ ★
学習の時間 学習 主体的に自分の進路を考える態度をもつ。


健全な


自尊感


情


人間関


係を築


く力


規範意


識


手順２ 道徳的実践活動場面の設定
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手順２を基に研究協力校における道徳的実践活動を下図のようにとらえました。


◆生徒の実態


◆命を大切にす


る心を育むた


めに高めたい


重要事項


研究協力校にお◆


ける学校教育活


動のねらい


・身近な地域の産業の職場体験をと ・「地域から生き方を学ぶ～花巻の・職場体験学習


おして，勤労の意義を考え，自分 発展のために～」をテーマとして


の将来の進路を見つめさせる。 いるリサーチタイムの学習に役立


てる。


下線部→「健全な自尊感情」を高 下線部→「人間関係を築く力」を


める視点ととらえる。 高める視点ととらえる。


・文化祭


・日常の学習活動の成果を生かす総 ・南中文化の継承と新たな創造に向


合的な学習の場とし，文化祭・創 けた集団活動をとおして，成就感


造的活動に自主的に取り組ませる を味わわせるとともに集団への所


中で，創造的な力の伸長を図ると 属感を高める。


ともに，「生きる力」を養う。


下線部→「健全な自尊感情」を高 下線部→「人間関係を築く力」を


める視点ととらえる。 高める視点ととらえる。


「健全な自尊感情」を高めるため 「人間関係を築く力」を高めるた◆道徳的実践活


の道徳的実践活動 めの道徳的実践活動動のねらい


・体験活動をとおして，自己の有用 ・社会で働く多様な大人とのかかわ・道徳的実践活


性や役割意識を感じ取り，自己を りをとおして，自分自身も社会の動として位置


見つめ直すことで主体的に生きよ 中で多くの人とのかかわりの中で付けた職場体


うとする態度を育てる。 生きていることに気付き，主体的験学習


に学ぼうとする態度を育てる。


・自己の役割意識をもつことで，自 ・学級や学年の仲間との協力・団結・道徳的実践活


己有用感を感じ，よりよいものを をとおして，信頼・友情を育もう動として位置


創ろうとする向上心を育てる。 とする態度を育てる。付けた文化祭


１－（２）希望，勇気，強い意志 ２－（２）人間愛，感謝と思いやり◆道徳の時間で


１－（３）自主自律，誠実と責任 ２－（３）友情・信頼関連するとと


１－（５）反省と向上，個性の伸長 ２－（５）個性や立場の尊重，謙虚，らえた道徳内


広い心容項目


※文化祭では，「規範意識」を高めるための道徳的実践活動としても位置付けを図りました。


個性を伸ばそうとする心が弱い面


がある


友人どうしの信頼関係が薄い面が


ある


健全な自尊感情


自分もまわりも大切にする心
人間関係を築く力


まわりの人とよりよい関係を築こ


うとする心
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各学校における道徳的実践活動の一年間の見通しや取組の内容を示した「命を大切にする心


を育む道徳的実践プログラム構想図」を作成します。下記に「『命を大切にする心を育む道徳


的実践プログラム構想図』作成の手順」を示します。


命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図』作成の手順」「『


１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年


４


月


５
月


９


月


◆健全な自尊感情を高める道徳的実践活動のねらい（例）


自主的に判断し，主体的に行動してその結果について責任を果たそうとする心


や態度を育てる


◆道徳的実践活動の流れ（例）


道徳的実践プログラムのスタートに位置付ける活動で，新年度に全学年同じ内


容の学習活動を行う


○○○立○○○中学校


◆道徳的実践活動のねらい


◆道徳的実践活動の流れ


総合的な学習の時間で


行う道徳的実践活動


◆健全な自尊感情を高める道徳


的実践活動のねらい（例）


体験学習をとおして，自己の


有用性や役割意識を感じ取り


自己を見つめ直すことで主体


的に生きようとする態度を育


てる


◆人間関係力を高める道徳的実


践活動のねらい（例）


社会で働く多様な大人とのか


かわりをとおして，自分自身


も社会の中で多くの人とのか


かわりの中で生きていること


に気付き，主体的に学ぼうと


する態度を育てる


◆道徳的実践活動の流れ


（例）道徳的実践活動と位置付けた生徒総会（全学年共通）


命を見つめるオリエンテーション（全学年共通）


命を大切にする心を育む道徳的実践活動構想図（例）


道 徳 的 実 践 活 動（全学年共通，学年ごと）


道


徳


的


実


践


活


動


の


ね


ら


い


と


流


れ


ポイント２


道徳的実践活動をど


のような教育活動に位


置付けたのかを明らか


にします


道徳の時間 内容項目 資料名 （５月）


道徳的実践活動第一段階 意欲付け（５月）


道徳の時間 内容項目 資料名（５月）


道徳的実践活動第二段階 活動・体験（５月）


ポイント４


道徳的実践活動のお


おまなかな流れを簡潔


に示します


道徳的実践プログラムの終わりに位置付ける活動で，３学期に全学年同じ内容


の学習活動を行う


命を見つめる振り返りタイム（全学年共通）


◆道徳的実践活動のねらい


◆道徳的実践活動の流れ


総合的な学習の時間で行


う道徳的実践活動


総合的な学習の時間


（例）道徳的実践活動と


位置付けた職場体験学習


ポイント５


道徳的実践プログラ


ムの最後に「命を見つ


める振り返りタイム」


を位置付けます


これまで取り組んで


きた道徳的実践活動の


成果を交流し，命を大


切にする心にどのよう


につながったのかを確


認します


ポイント３


各学校の教育活動の


ねらいに照らし合わせ


て道徳的実践活動のね


らいを設定します


道徳的実践活動のね


らいは，各学校の教育


活動のねらいによっ


て，「健全な自尊感


情」，「人間関係を築


く力」，「規範意識」


の三つ全部の視点にか


かわる場合や一つだけ


の場合もあります


ポイント１


道徳的実践プログラ


ムのスタートに「命を


見つめるオリエンテー


ション」を位置付けま


す


命を大切にする心が


三つの重要事項に関連


することや三つの重要


事項を高めるために学


校教育活動を充実させ


ていくことの大切さを


生徒たちに意識付けさ


せます


道徳的実践活動第三段階 振り返り（５月）


手順３ 「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」の作成
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手順３を基に作成した「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図（例）」を下図に


示します。


「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図（例）」


１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年


４


月


５
・
６
月


７
・
８
月


９
・
10


月


11
・
12
・
１
・
２
月


２
・
３
月


◆ねらい 健全な自尊感情を高める視点


体験活動をとおして，自己の有用性や役割意識


を感じ取り，自己を見つめ直すことで 主体的に


生きようとする態度を育てる


人間関係を築く力を高める視点


社会で働く多様な大人とのかかわりをとおして


自分自身も社会の中で生きていることに気付き


主体的に学ぼうとする態度を育てる


◆流れ


◆ねらい 健全な自尊感情を高める視点


体験活動をとおして，自己の有用性や役割意識を


感じ取り，自己を見つめ直すことで主体的に生き


ようとする態度を育てる


人間関係を築く力を高める視点


社会で働く多様な大人とのかかわりをとおして，


自分自身も社会の中で生きていることに気付き，


主体的に学ぼうとする態度を育てる


◆流れ


◆ねらい 健全な自尊感情を高める視点


体験活動をとおして，自己の有用性や役割意識を


感じ取り，自己を見つめ直すことで主体的に生き


ようとする態度を育てる


人間関係を築く力を高める視点


社会で働く多様な大人とのかかわりをとおして，


自分自身も社会の中で生きていることに気付き，


主体的に学ぼうとする態度を育てる


◆流れ


◆ねらい 自主的に判断し主体的に行動して，そ


の結果について責任を果たそうとする心や態度


を育てる


◆流れ


◆ねらい 命を大切にする心を育むために三つの重要事項を高めるための活動が日常の学校教育活動の中で行われていることに気付か


せ，日々の活動に主体的に取り組んでいこうとする意欲を育てる


道徳的実践活動と位置付けた職場体


験学習


◆ねらい 自主的に判断し主体的に行動して，その結


果について責任を果たそうとする心や態度を育てる


◆流れ


◆ねらい 健全な自尊感情を育む視点 自主的に判断し，主体的に行動して，その結果について責任を果たそうとする心や態度を育てる


◆流れ


◆ねらい これまでの道徳的実践活動に取り組んできて，活動を振り返ってどのような成果があったのかを交流し合い，命を大切


にする心にどのようにつながったのかを確認する


道徳的実践活動と位置付けた生徒総会（全学年共通）


◆ねらい 宿泊研修をとおして，仲間との信


頼関係を築き，集団生活に必要なきまりを


身につける


◆流れ


道徳的実践活動と位置付けた宿泊研修


道徳的実践活動と位置付けた先輩


の体験に学ぶ会


道徳的実践活動と位置付けた清掃活動


◆ねらい 健全な自尊感情を育む視点 自己の役割意識をもつことで，自己有用感を感じ，よりよいものを創ろうとする向上心を育てる


人間関係を築く力を育む視点 学級や学年の仲間との協力をとおして，信頼・友情を育もうとする態度を育てる


規範意識を育む視点 活動にかかわるきまりを守ることをとおして，自己の役割や責任を自覚し集団生活の向上に努め


る態度を育てる


◆流れ


道徳的実践活動と位置付けた文化祭（全学年共通）


道 徳 的 実 践 活 動（全学年共通，学年ごと）


道徳的実践活動と位置付けた学級係活動


特別活動「命を見つめるオリエンテーション」


命を見つめるオリエンテーション（全学年共通）


命を見つめる振り返りタイム（全学年共通）


道徳の時間３－（２）「生命の尊重」


特別活動「命を見つめるオリエンテーション」 道徳の時間３－（２）「生命の尊重」


◆ねらい 宿泊研修をとおして，仲間との信


頼関係を築き，集団生活に必要なきまりを


身につける


◆流れ


◆ねらい 宿泊研修をとおして，仲間との


信頼関係を築き，集団生活に必要なきま


りを身につける


◆流れ


道徳的実践活動と位置付けた宿泊研修 道徳的実践活動と位置付けた修学旅行


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間２－（３）「友情・信頼」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳の時間２－（３）「友情・信頼」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間２－（３）「友情・信頼」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け 道徳の時間１－（３）「自主自律，誠実と責任」 道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間１－（５）「反省と向上，個性の伸長」


道徳の時間２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳の時間１－（５）「反省と向上，個性の伸長」


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳の時間１－（５）「反省と向上，個性の伸長」


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳の時間１－（２）「希望，勇気，強い意志」 道徳の時間２－（３）「友情・信頼」


道徳の時間４－（２）「遵法，権利義務，社会の秩序と規律」 道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間１－（３）「自主自律，誠実と責任」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳の時間１－（３）「自主自律，誠実責任」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り


道徳的実践活動と位置付けた職場体


験学習


◆ねらい 自主的に判断し主体的に行動して，その結


果について責任を果たそうとする心や態度を育てる


◆流れ


道徳的実践活動と位置付けた学級係活動


道徳の時間１－（３）「自主自律，誠実と責任」


道徳的実践活動第一段階 意欲付け


道徳的実践活動第二段階 活動・体験


道徳的実践活動第三段階 振り返り
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道徳的実践活動場面が学校教育活動の中に位置付けられた「命を大切にする心を育む道徳的


実践プログラム構想図」が完成したことを受けて，学校の全教育活動における道徳教育を「補


充・深化・統合」する役割を果たす年間35時間の各学年の道徳の時間の年間指導計画の作成を


行います。


道徳の時間の年間指導計画の作成にあたっては，「命を大切にする心を育む道徳的実践プロ


グラム構想図」に沿って設定します。そのために，年間指導計画の項目の中に「道徳的実践活


動との関連」という項目を挿入して，道徳的実践活動との関連を明らかにします。道徳の時間


の年間指導計画の作成例を下記に示します。


「『道徳の時間』年間指導計画の作成（例）」


第二学年「道徳の時間」年間指導計画(例）


道徳的実践活月 内容項 主題名 資料名 ねらい 心のノー目
動との関連（発行社） トの活用


P16４ １（２） 望ましい生活習 ○○○○○○ 望ましい生活習慣を身に付
慣，心身の健康， け，節度のある生活をしよ
節度節制 うとする態度を育てる。


特別活動かけがえのない命の尊さに P74，75
学級活動４ ３（２） 生命の尊重 ○○○○○ 気付き，家族や周りの人々
命を見つめるの愛情に感謝しながら生き
オリエンテーていこうとする心情を育て
ションる。


特別活動４ ２（３） 友情・信頼 ○○○○○○ 友情の尊さを理解し，お互 P48，49
学校行事いに相手の立場になって行
体育祭動しようとする態度を育て


る。


特別活動５ １（２） 反省と向上，個 ○○○○○○ 物事に積極的に取り組み， P20，21
学校行事性の伸長 困難に屈しないで粘り強く
体育祭最後までやり通そうとする


。態度を育てる


道徳の時間の年間指導計画の項目の中に


「道徳的実践活動との関連」を挿入します


学校教育活動のねらいに合わせて，道徳的実践


活動のねらいが設定され，さらに関連する内容


項目の道徳の時間が位置付けられます


手順４ 道徳の時間の年間指導計画に「道徳的実践活動との関連項目」挿入
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手順４を基に作成した研究協力校における「道徳の時間の年間指導計画（上半期）」を下図に示


します。


研究協力校における「道徳の時間の年間指導計画（２学年：上半期）」
◎・・・三つの重要事項と関連するととらえた重視する道徳内容項目


月 内容項目 主題名 資料名 ねらい 心のノ 道徳的実践活動と
（発行社） ートの の関連


活用


４ １（１） 望ましい生活習慣 ぱなしの女王 望ましい生活習慣を身に付け，節度のある生活 Ｐ16
心身の健康，節度 （東京書籍） をしようとする態度を育てる
節制


月
Ｐ38,２（１） 礼儀，適切な言動 一枚のはがき 時と場に応じた適切な言葉遣いや言動をとろう


39とする態度を育てる
Ｐ106４（７） 愛校心,校風の樹 ある卒業生との これまで培ってきた校風に誇りをもち,発展させ


立 出会い ようとする態度を育てる


５ ◎ 自主自律,誠実と 百キロ歩いて子 自分で考え,自分で決めたことを誠実に実行し, Ｐ22， 【特別活動】


１（３） 責任 どもの日 その結果について最後まで責任を果たそうとす 23 生徒総会


る態度を育てる


月 ◎ 自主自律,誠実と 金語楼さんのこ 自分なりに信念をもって生きることの素晴らし Ｐ22， 【特別活動】


１（３） 責任 と さを感じさせ,自分自身や社会に対して責任をも 23 生徒総会


って,常に誠実に生きていこうとする心情を養う


◎ 遵法,権利義務,社 許さない心 秩序は規律を守ることが大切であることを理解 Ｐ88


６ ４（２） 会の秩序と規律 し，これを守ろうとする態度を育てる


４（１） 役割と責任の自覚 明かりの下の燭 集団の一員として役割を果たし，集団生活の向 Ｐ82，


集団生活の向上 台 上に努めようとする意欲を育てる 83


◎ 生命の尊重 妹に 生命の誕生をとおして，かけがえのない自他の Ｐ68 【特別活動】
月 ３（２） 命の尊さに気付き，家族や周りの人々の愛情に 命を見つめるオリ


感謝しながら生きていこうとする心情を育てる エンテーション


◎ 失敗？それが今の 反省と向上，個 過ちは素直に反省し，謙虚に自己を見つめて， Ｐ54，


７ １（５） 君だ 性の伸長 自己の向上に生かそうとする心情を育てる 55


１（４） 太平洋と日本海を 真理愛，真実の 常に真実を求め，理想の実現をめざして，自己 Ｐ26～


月 つなぐ桜道 追求，理想実現 の人生を切り拓いていこうとする心情を養う 28


４（５） 勤労，社会への奉 震災の中で ともに支え合うことの大切さを自覚し，社会へ Ｐ100，


仕，公共の福祉 の奉仕を進んで実践しようとする態度を育てる 101


８ ３（１） 自然の愛護,豊かな 冬の使者「マガ 自然と人間のかかわりについて考え,かけがえの Ｐ64，


月 心,畏敬の念 ン」 ない自然を愛護し,その保全に努めようとする態 65


度を育てる


４（８） 郷土愛,先人への 祭りの夜 地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛 Ｐ112


９ 尊敬と感謝 し,郷土の発展に努めようとする心情を養う


◎ 反省と向上,個性 じいちゃん 自己を見つめ,自己の向上を図るとともに,個性 Ｐ54， 【総合的な学習の


月 １（５） の伸長 や適性を伸ばして充実した生き方を追求しよう 55 時間】


とする意欲を育てる 職場体験学習


◎ 人間愛,感謝と思 夜の果物屋 人の親切に素直に感謝し,他の人に対しては思い Ｐ44 【総合的な学習の


２（２） いやり やりの心をもって接しようとする心情を育てる 時間】


職場体験学習


◎ 希望，勇気，強い アイヌ語ととも 物事に積極的に取り組み，困難に屈しないで最 Ｐ20， 【特別活動】


10 １（２） 意志 に 金田一京助 後までやりとおそうとする意欲を育てる 21 文化祭


◎ 友情・信頼 クマのぬいぐる 友情の尊さを理解し，お互いに相手の立場にな Ｐ46， 【特別活動】


２（３） みとわたし って行動しようとする態度を育てる 47 文化祭


◎ 遵法,権利義務,社 錆びた自転車 社会や集団生活で法やきまりを守ることが大切 Ｐ92， 【特別活動】


４（３） 会の秩序と規律 【中軽米先生 であることを理解し,これを守ろうとする態度を 93 文化祭


自作資料】 育てる


◎ 生命の尊重 奇跡の一週間 命の有限性について考えることで,今を精一杯生 Ｐ76 【特別活動】


３（２） きることや日常の生活を大切にしていこうとす 命を見つめる振


る心情を育てる り返りタイム
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道徳的実践活動と位置付けた文化祭指導展開略案（例）


学校ごとの「命を大切にする心を育む道徳的実践プログラム構想図」に基づき，道徳的実践


活動や道徳の時間の展開略案を作成して，道徳的実践活動を推進します。


道徳的実践活動の指導展開案作成の手順と展開略案の例を下図に示します。


「『道徳的実践活動の指導展開略案』作成の手順」


～「人間関係を築く力」を高める道徳的実践活動 ～


１ ○○中学校の文化祭のねらい
・○中文化の継承と新たな創造に向けた集団活動をとおして，成就感を味


①
わわせるとともに集団への所属感を高める。


２ 道徳的実践活動のねらい
（① 人間関係を築く力を高める視点で）
・学級や学年の仲間との協力・団結をとおして，信頼・友情を育もうとす
る態度を育てる。


３ 道徳的実践活動の展開


主 な 実 践 内 容実施日


／ 特別活動 道徳的実践活動第一段階 文化祭に向けた意欲付け


／ 道徳の時間 ２－（２）「感謝，思いやり」の価値を高める授業


／ 道徳の時間 ２－（３）「友情・信頼」の価値を高める授業


／ 特別活動〔学校行事〕道徳的実践活動第二段階 体験・活動 文化祭


／ 特別活動 道徳的実践活動第三段階 文化祭の振り返り


４ 展開略案


活動第一段階 設定時間【特別活動 学級活動「文化祭に向けた取組」】


＜○月○日（ ）○校時＞


段 学 習 活 動 生徒におさえさせたい事 指 導 上 の 留 意 点


階 柄


・昨年度の文化祭についての ・前時に書いた「見つめるシート」


導 状況をまとめた資料を参考 の結果をまとめた資料の提示か


入 にして，資料の内容につい ら学級の生徒たちの文化祭に向


て感想を発表する。 けての意識をおさえさせる。


・ 課題を確認する。


文化祭を成功させるために集団として個人として大切なことを確認


し合おう。


展 ★文化祭を行うことの意義を ※文化祭の意義 ・文化祭を行うことの意義や大切


考える。 ・これまで学習して積み さは，集団で同じ目標に向かっ


★文化祭を成功させるために 重ねてきたことを発表 て取り組む中で，自分自身や集


どんなことが大切な条件に する機会であること 団の向上を図り，仲間と協力す


なるのかを考える。 ・仲間と協力することの ることの大切さを学ぶことであ


・学習を振り返り，今後文化 大切さを学ぶ機会であ ることに気付かせる。


開 祭にどのような気持ちや姿 ること


勢で臨んでいくのか「見つ ・保護者や地域の方々に


めるシート」に決意を書く。 学習の成果を見ていた


・シートに書いた内容を発表 だく場であること ・生徒の発表を認め，励ましなが


し合い，意欲を高める。 ら，意欲付けを行う。


手順５をもとに作成した研究協力校の「道徳的実践活動展開案」はＰ12以降の資料編に示します。


ポイント４


道徳的実践活


動となる特別活


動や総合的な学


習の時間の単位


時間における具


体的な学習展開


を示します


ポイント３


道徳的実践活


動の具体的な実


施日を計画しま


す


道徳の時間は


重要事項に関連


する内容項目か


ら選択します


ポイント１


各学校の教育


活動のねらいの


中に「健全な自


尊感情」，「人


間関係を築く


力」，「規範意


識」を高める視


点に関連する内


容がないかどう


かを検討します


ポイント２


三つの重要事


項の中で，関連


した事項を高め


るため視点での


道徳的実践活動


のねらいを設定


します


手順５ 道徳的実践活動や道徳の時間の指導展開略案の作成
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道徳の時間では，道徳的実践活動との意図的な関連を図ることから，どのような重要事項を高め
る道徳的実践活動なのかによって，関連する内容項目を選択し，ねらいを決めます。三つの重要事
項と関連するととらえた重視する内容項目を下図に示します。


三つの重要事項と関連するととらえた重視する道徳内容項目


重 要 事 項 関連するととらえた重視する道徳内容項目


健全な自尊感情 ◆１の視点（主として自分自身に関すること）


１－（２）希望，勇気，強い意志


１－（３）自主自律，誠実と責任


１－（５）反省と向上，個性の伸長


人間関係を築く力 ◆２の視点（主として他の人とのかかわりに関すること）


２－（２）人間愛，感謝と思いやり


２－（３）友情・信頼


２－（５）個性や立場の尊重，謙虚，広い心


規範意識 ◆４の視点（主として集団や社会とのかかわりに関すること）


４－（２）遵法，権利義務，社会の秩序と規律


４－（３）公徳心，社会連帯の自覚


４－（４）正義，公正公平，差別や偏見の克服


※内容項目の表題は，副読本から引用したものです。


さらに，道徳の時間については，道徳的実践活動のねらいに関連させるために，導入や終末の段
階で，道徳的実践活動にかかわる発問や説話を意図的に行うことで，意欲付けを図る場を設定した
道徳の時間の展開略案を作成して，授業を行います。下図に「『道徳の時間の指導展開略案』作成
の留意点」を示します。


道徳の時間の指導展開略案』作成の留意点」「『


「クマのぬいぐるみとわたし」指導展開略案（例）
◆ ねらい ２－（３）「友情・信頼」


友情の尊さを理解し，お互いに相手の立場になって行動しようと
する態度を育てる。


◆ 展開案
主な教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点


１ 本時の価値への方向 ・学級の仲間と一緒に協
付けを行う。 力して合唱を創り上げ導
文化祭の取組の中で友 ていくこと
達っていいなあと思う ・自分の作品を仕上げる
のはどんな時か 時に友達からアドバイ


スをもらったこと入


２ 資料を範読し，価値の
追求及び把握を図る。


基 本 発 問展


基 本 発 問


３ 価値の主体的自覚を図
る。開


中 心 発 問


４ 教師の説話 ・一つの物事に真剣に終
取り組む中で，お互


文化祭の中で真の友 いの信頼も深まって
情を育んだ経験談な いき，真の友情が芽
どを紹介する 生えてくることに気末


付かせたい。


手順５をもとに作成した研究協力校の「道徳の時間の指導展開案」はＰ12以降の資料編に示します。


以上の手順１から手順５に基づいて各学校の道徳的実践プログラムを作成して，命を大切にする心を育む


道徳教育を推進していきます。


ポイント


道徳の時間の導入


や終末部分で，道


徳的実践活動にか


かわる発問や説話


を意図的に行うこ


とで，道徳的実践


活動との関連を意


識付けを図る


ポイント


道徳の時間の導入


や終末部分で，道


徳的実践活動にか


かわる発問や説話


を意図的に行うこ


とで，道徳的実践


活動との関連を意


識付けを図る
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資料編


道徳的実践活動及び道徳の時間の実践事例
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(3) 「命を見つめるオリエンテーション」指導展開案


「命を見つめるオリエンテーション」のねらい★
中学生に命のもつさまざまな側面をイメージさせ，命を大切にする心を育むことが学
校生活の中のあらゆる場面にかかわっていることを自覚させる。そのうえで，主体的
に学校教育活動に臨もうとする意欲を高める。


「妹に」指導展開案
資料名「妹に」（出典：東京書籍「明日をひらく２」）】【１時間目 道徳の時間：


ねらい 道徳内容項目３－（２）「生命の尊重」
生命の誕生をとおして，かけがえのない自他の命の尊さに気付き，家族や周りの人々の愛情
に感謝しながら生きていこうとする心情を育てる。


予想される生徒の反応 指導上の留意点教師のはたらきかけ


・生徒個々の発言を認めながら１ 今，自分が生きていることを ・家族のおかげである
発表しやすい雰囲気作りに努導 ・親戚の人たち振り返らせながら本時への意
め，自分の家族や支えてくれ欲付けを行う。 ・友人のクラスメイト
た人のイメージを膨らませて入 ・幼稚園や小学校，中学校の


今，生きているあなたを支え 資料の読みに入りたい。先生方（担任の先生）
・スポ少のコーチてくれたのはどんな人たちで


３ ・ご近所の方すか
分


２ 資料を範読する。


３ 資料を読んで，感動した箇 ・「妹が我が家の愛の集まり ・生徒から出された感動した場
所を発表させながら「妹の のように思えた」 面からかけがえのない妹であ
誕生」に対する家族のかけ 新しい命の誕生は家族の大 るという感動をさらに膨らま
がえのない命を大切に育て きな喜びだったろう せるためにおさえておきたい
ていこ とする思いに共感 ・「妹といっしょに愛を育て こと展 う
させる。 ていこう」


わたしの妹に対する愛情が ＊十四歳離れたわたしの妹
よく伝わってくる ＊仮死状態で生まれた資料を読んで，最も感動した


・「十四歳はなれたわたしの ＊四十一歳の母さん，一週ところはどこですか
妹よ」 間の保育器暮らし（高齢そこにどんな感想をもちまし
十四歳離れると少し母親の 出産の大変さ）たか
ように妹をかけがえのない ＊宝物をあつかうようにそ
大切な存在としてとらえる っとあなたをだかせてく
ことができるのかなあと感 れた時（首が据わらない）
じた ＊あなたが生まれて五十一


日目の日（お食い初め）


４ 最後の連に注目させ，多く
の愛を受けた人たちに感謝


開 ・道徳シートに書かせて考えしながら生きていくわたし ・賢く，たくましく
させる時間をとって，生徒の喜びに気付かせる。 ・かけがえのない存在として
一人一人の発言を受容的に大切に育てられてきた
受けとめていく。


多くの人からどのような心を
・健やかに育って欲しいとい


・書けない生徒には机間指導
受けてきたのですか


う願い
しながら，イメージする単・たくさんの愛情
語のみでも書かせていく。


・自分を生んでくれた親を始そのような多くの人の心を受
めとする家族や支えてくれけて育ってきたわたしはどの
た人にありがたいなあと感ように生きていきたいのか
謝する気持ちをもって生き
ていきたい


・親からもらった命だから，37
今を一生懸命生きていくこ分
とが大切だ


今まで，家族を始めとして５
終 ・道徳シートに書かせて，発まわりの人たちからどのよ


表させる。うな支えを受けてきたのか
を想起させて発表させる。末


６ 次時の「命のオリエンテー
ション」の予告をする。


10
分


「命を見つめるオリエンテーション」指導展開案
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【「命を見つめるオリエンテーション」の事前指導：短学活】


ねらい 「命を見つめるオリエンテーション」の学習を充実させるために，事前に生徒の命
に関する意識の状況を把握する。


教師のはたらきかけ 「命を見つめるシート」の設問内容


展 ・ 「命を見つめるシート」を ★今日，わたしたちの身の回りでは，命にかかわる出来事
配布して最近の人命を奪っ がたくさん起きています。なぜ，これらの出来事が起き
た事例を口頭で紹介し，意 ると思うか。あなたの考えを書きなさい。


開 識付けさせる。 ※教師の「自ら命を絶つ」という言葉の投げかけについ
・命について自分の考えや思 ては，学級の実態に即して，配慮しなければならない。


15 いを「命を見つめるシート」 ★「命」について，今あなたが考えていることや思ってい
分 に書かせる。 ることを自由に書きなさい。


「命を見つめるオリエンテーション」指導展開案
【２時間目 特別活動「命を見つめるオリエンテーション」】


ねらい 命を大切にする心に「健全な自尊感情」，「人間関係を築く力」，「規範意識」の三つ
の重要事項がかかわっていることに気付かせる。さらに，それらの三つ重要事項を高め
るための活動が日常の学校生活の中で行われていることに気付かせ，学校教育活動に主
体的に取り組んでいこうとする意欲を高める。


学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点
１ 「命を見つめるシート」 ・「命を見つめるシート」の


導 の回答集約プリントを見 回答集約プリントは，事前
て，学習内容を確認する。 指導で「なぜ，命に関する


入 出来事が起こるのか」とい
う質問項目に対して，生徒
の考えを記述した内容を三
つの重要事項の視点で分類３
したものを提示する。分


２ 「命を見つめるシート」
の回答集約プリントをも 命を大切にする心


★自分も他人も大切にする心とにして三つに分類した
（健全な自尊感情）事項がどのような心なの
・自分の命の大切さ，大事さをかを確認する。
わかっていないから


○三つに分類した共通点を プリントと同じ内容を紙板・もっと自分を大切にして行動 ・
考えて，プリントに記入 書にして，黒板に提示し，することが大事
し，発表し合う。 意識化を図る。・もっと自分のことを考えれば


事件は減る思う
★まわりの人とよりよい関係を築○三つに分類した事項がそ


れぞれ「自分も他人も大 ・「自尊感情」については，こうとする力
切にする心」，「まわり 自分だけでなく他人もかけ展 （人間関係を築く力）
の人とよりよい関係を築 がえのない存在であること・親から愛情をもらってない
こうとする力」，「善悪 を認識したもので，自律に・周りに相談できる家族や友達
を判断し，まわりを考え 裏打ちされた「健全な自尊感がいないから
て行動しようとする心」 情」が大切であることを確・みんなから見離されたような
にかかわることを確認す 認する。孤独感を感じるから


★善悪を判断し，まわりを考えてる。
・命を大切にしない心の根底行動しようとする心（規範意識)
にある要因が「自分も他人・自分以外の他人のことを全然
も大切にしない心」，「ま考えない人間がいるから
わりの人とよりよい関係を・もっと，まわりのことを考え
築こうとする力」，「善悪開 ることが大切
を判断し，まわりを考えて
行動しようとする心」の三


自他がかけがえ つの重要事項が乏しいとい
自分も他人も のない存在であ う点をおさえさせる。
大切にする心 ることを自覚す


る心


他人の立場や気
持ちを思いやり


まわりの人と


よいよい関係を
よりよい関係


築こうとする心
を築こうとす
る力


やって良いこと
と悪いことの判


善悪を判断し，


断力をもち，自
まわりを考え


分で自分を律す
て行動しよう


る心
32 とする力
分
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学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点
３ 課題を確認する。


命を大切にする心を育むために，日常の学校生活のどのよ
うな活動や場面を大切にしていけばよいのかを考えよう


学校生活のどのような活動
４ 三つの重要事項を高める


や場面にかかわっていくの
ことと日常の学校生活と


か
の関係を考える。


○三つの重要事項を高める ★自分も他人も大切にする心 ・道徳的実践活動として位置展
ために学校生活の中でど ・毎日の授業 付けた「職場体験学習」と
のような活動や場面が大 ・部活動 「文化祭」については，意
切になってくるのかを考 ・生徒総会 図的に取り上げて生徒たち
える。 ・入学式，卒業式 のどのような心を育てるこ


・毎日の清掃活動 とにつながるのかを考えさ
・校外班地区奉仕活動など たい。そして，今後の道徳


○三つの重要事項を高める 的実践活動に意欲をもって
学校生活の活動を考えて ★まわりの人とよりよい関係 取り組んでいけるような意
それぞれの重要事項ごと を築こうとする力 識付けを図りたい。
に三枚の短冊に書く。 ・文化祭


・三送会 ・生徒たちが短冊に書いた学開
○書いた短冊を各自，黒板 ・部活動 校の教育活動や場面がどう
に掲示して，お互いの考 ・修学旅行 して三つの重要事項を高め
えを交流し合う。 ・学級の日常生活 ることにつながるのかその


・応援活動 理由を発表させることで，
・合唱活動など それぞれの学校教育活動に


取り組む意義についても主
★善悪を判断し，まわりを考 体的に考えさせていく。
えて行動しようとする心
・生活委員会の点検活動
・職場体験活動
・終学活の一日の反省
・時間を守るための取組
・集団のきまりを守る取組32


分 など


５ 今日の授業をとおして学 ・学校生活のさまざまな活動や ・日常の学校生活を大切にし
んだことや感想をシート 場面を大切にすることが命を ていくことや充実させてい
に書いて発表する。 大切にする心につながる。 くことが，三つの重要事項終


・日常の一日，一日を充実させ を高め，最終的に命を大切
ることが大切だ。 にする心を育むことにつな


・これからの一つ一つの学校の がることに気付かせる。
行事を大切にしていきたい。末


15
分
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(4) 「道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習」指導展開案


研究協力校の「総合的な学習の時間」における職場体験学習のねらい１


①・身近な地域の産業の職場体験を通して, 勤労の意義を考え，自分の将来の進路を見つめさせる。


・「 地域から生き方を学ぶ ～花巻の発展のために～」をテーマとしているリサーチタイムの学習②
に役立てる。


２ 道徳的実践活動のねらい


① 健全な自尊感情を高める視点
・体験活動をとおして，自己の有用性や役割意識を感じ取り，自己を見つめ直すことで
主体的に生きようとする態度を育てる。


② 人間関係を築く力を高める視点
・社会で働く多様な大人とのかかわりをとおして，自分自身も社会の中で多くの人との
かかわりの中で生きていることに気付き，主体的に学ぼうとする態度を育てる。


３ 道徳的実践活動の展開


実践日 学校教育活動名 主な実践内容とねらい


Ｈ20 総合的な学習の時間 道徳的実践活動［第一段階］個人目標の設定と意欲付け


８月25日
月 「職場体験学習」に向けてねらいを確認さ ，主体的に取( ) せ


り組もうとする意欲を育てる。


９月 8日 道徳の時間 道徳内容項目１－（５）「反省と向上，個性の伸長」の
月) 価値を高める授業(


資料名「じいちゃんへ」（出典：文部省道徳教育推進指
導資料～「中学校読み物資料とその利用」～）


（健全な自尊感情を高める視点）
自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性や適
性を伸ばして充実した生き方を追求しようとする意欲
を育てる。


９月10日 総合的な学習の時間 道徳的実践活動［第二段階］活動・体験
11日


水・木 職場体験学習の実施( )


９月12日 総合的な学習の時間 道徳的実践活動［第三段階］活動の振り返り
( )金


「職場体験学習」を振り返り，活動の成果を確認し合う
ことで，達成感や成就感をもたせ，次の活動への意欲付
けを図る。


９月22日 道徳の時間 道徳内容項目２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」の
月 価値を高める授業( )


資料名「夜の果物屋」（出典：東京書籍「明日をひらく
２」）


（人間関係を築く力を高める視点）
人の親切に素直に感謝し，他の人に対しては思いやり
の心をもって接しようとする心情を育てる。


「健全な自尊感情を高める」道徳的実践活動の視点


「道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習」指導展開案


「人間関係を築く力を高める」道徳的実践活動の視点


～「健全な自尊感情を高める」道徳的実践活動，「人間関係を築く力を高める」道徳的実践活動～
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道徳的実践活動［第一段階：意欲付け］活動展開案


―道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習―


【総合的な学習の時間】


ねらい ・「職場体験学習」に向けてねらいを確認させ，主体的に活動に取り組もうとする意


欲を育てる。


学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点


１ オリエンテーション ・これまでの「職場体験学習」で ・「職場体験学習」の取組


導 ・学級ごとにこれまで 取組内容とこれからの「職場体 の概要を説明し，生徒た


の「職場体験学習」 験学習」の取組内容 ちに活動の流れを想起さ


入 の取組内容とこれか せることで，今後の活動


７ らの取組内容の説明 に対する見通しをもたせ


分 を聞く。 る。


２ 課題意識づくり ・なぜ，このような取組を行うの ・なぜ，この活動をするの


・活動のねらいを考え か。この取組を行うことで，ど かねらいを生徒たちに考


させ，総合の学習シ のようなことを学ぶことができ えさせることで，主体的


ートに書く。 るのか。 に活動に取り組もうとす


る意欲を育てる。


３ ねらいの確認 ・職場体験学習のねらいが，「勤


・総合の学習シートに 労の意義を考え，自分の将来の


記述したことをもと 進路を見つめること」や「地域


に，発表する。 で働く社会人から勤労をとおし


・教師が活動をとおし て生き方を学ぶ」であることを


展 て育みたいねらいに おさえる。


ついて提示して，説


明する。


４ 活動に対する個人目 ・職場体験学習をとおして，どの ・生徒個々の個人目標が，


標の設定 ようなことを学んで来たいのか 「健全な自尊感情を高め


・全体のねらいを確認 生徒個々の個人の目標を設定す る」視点と「人間関係力


した上で，個人目標 る。 を築く力を高める」視点


を設定し，総合の学 でどのようにかかわって


習シートに記入する。 いるのかをあとで分析す


開 る。


５ 個人目標の発表交流 ・訪問先の事務所の方々がどんな ・生徒の発表を認め，励ま


・「職場体験学習」に 仕事をしているのか，を理解し してこれからの「職場体


向けた個人目標を発 たい。 験学習」の活動に前向き


表し合う。 ・働いている人たちから学んだこ に臨もうとする意欲付け


とを将来の自分自身の進路選択 を行う。


に役立てたい。


・一生懸命活動して，仕事の大変


さやりがいがどんなところにあ


38 るのかを学びたい。


分


６ 教師の説話 ・今回の活動で教師の生徒


終 ・職場体験学習に向け に対する願いや自分自身


た教師の願いを聞く。 の体験談などを話す。


末


５


分
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道徳的実践活動［第三段階：振り返り］活動展開案


―道徳的実践活動として位置付けた総合的な学習の時間の職場体験学習―


【総合的な学習の時間】


ねらい ・「職場体験学習」を振り返り，活動の成果を確認し合うことで，達成感や成就感を


もたせ，次の活動への意欲付けを図る。


学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点


１ 職場体験活動の想起 ・生徒個々の「職場体験学習」で ・「職場体験学習」の訪問


導 ・学級ごとに先日行わ の訪問先での体験内容 先の事務所でどのような


れた「職場体験学習」 体験をしてきたか。生徒


入 の感想を聞くことで の発言をもとにして，活


５ 「職場体験学習」を 動の振り返りをするきっ


分 想起する。 かけをつくる。


２ 職場体験学習の振り ・職場体験学習でどのようなこと ・なぜ，この活動をするの


返り を学ぶことができたか。 かねらいを生徒たちに考


・体験学習をとおして ・職場体験学習に向けてたてた個 えさせることで，主体的


学んだこと，個人目 人目標に対して自分の取組状況 に活動に取り組もうとす


標に対する自己評価 はどうであったか。 る意欲を育てる。


を総合の学習シート


に書く。


・総合の学習シートに ○職場体験学習でどのようなこと


展 記述したことをもと を学ぶことができたか。


に，学んだことを発 ・事業所ごとに働いている人の


表する。 さまざまな思い（仕事に対す


るやりがい，大変さ，将来の


夢など）を知ることができた。


・自分が体験することで，社会


に対する視野を広げることが


できた。


・総合の学習シートに ○職場体験学習に向けてたてた個 ・生徒の発表を認め，励ま


開 記述したことをもと 人目標に対して自分の取組状況 してこれからの「職場体


に，個人目標に対す はどうであったか。 験学習」の成果を確認す


る自己評価を発表す ・訪問先の事務所の方々がどんな る中で，意味付けや評価


る。 仕事をしているのかを理解する を行う。


ことができた。


・働いている人たちから学んだこ


とを将来の自分自身の進路選択


に役立てていこうと強く思った。


・一生懸命活動して，仕事の大変


40 さやりがいを学ぶことができた。


分


３ 教師の説話 ・今後の活動（文化祭での


終 ・今後の活動（文化祭 活動のまとめの発表）に


での活動のまとめの 向けて，意欲付けを図る。


末 発表）に向けた取組


内容の確認や教師の


５ 願いを聞く。


分
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「じいちゃんへ」指導展開案その１
【道徳の時間：資料名「じいちゃんへ」（出典：文部省Ｈ３「道徳教育推進指導資料～中学校読み物


資料とその利用～」）
ねらい １－（５）「反省と向上，個性の伸長」


自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性や適性を伸ばして充実した生き方を
追求しようとする意欲を育てる。


教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点
１ 本時の価値への方向付け ・製造工場。どんな時に仕事の ・自分自身の体験を想起させ


導 を図る。 やりがいを感じるか。 ながら，価値に対する意識
・理容店。どうしてこの職業に 付けをする。


※道徳的実践活動との関連入 今度行われる職場体験学習 就いたのかという職業選択の
でどんな事業所を訪問して 動機や理由が知りたい。


５ くるのか。そこで，どんな ・販売事業所。接客で一番心が
分 ことを学んで来たいのか けているのはどんなことか。


２ 資料を範読し，価値を追 ・祖父のように大工道具を心を ・将来の進路で悩んでいたけ
求及び把握させる。 こめて使い，苦労して立派に れど，祖父のように大工道


僕が考えている本物の大工 家を造り上げていくのが本物 具や木に愛着をもって家を
とはどんな大工だと思うか の大工だ。 造っていく本物の大工にな


・道具や木に愛着をもって日数 りたいと強く思っている僕
をかけて家を造り上げていく の気持ちをとらえさせる。
のが本物の大工だ。


僕は祖父のどのようなとこ ・何十年もたっている古い道具 ・じいちゃんの信念やこだわ
ろを尊敬したり，人間的な を大切に使い，電動道具など りをもって大工の仕事に打
魅力を感じたりしていると に頼らないで，手で仕上げて ち込んでいる姿勢を僕は尊
思うか いく姿 敬していることを共感的に


・木の声を聞き，木と話をしな おさえさせたい。
展 がら仕事をしているじいちゃ


んの姿


じいちゃんからもらった道 ・自分もじいちゃんのような一 ・師匠やじいちゃんの思いが
具を取り出して，ときどき 人前の大工になろうと決意し 込められている大工道具を
見つめる時，僕はどんな気 ている。 使うことで，将来の自分の
持ちになっていると思うか ・師匠やじいちゃんの思いが入 理想とする姿を思い浮かべ


っている道具を大工になって ていることをおさえさせた
早く使いたい。 い。


「大工一筋に生きたい」と ・自分の将来やりたいことがは ・主人公が，将来の自分自身
いう僕の考えをどう思うか っきりしていてうらやましい の人生を前向きに考え，充


・自分の好きな職業に就いて， 実した生き方を求めようと
その職業に誇りをもつことは している姿に共感させなが


開 大切だから。 ら，生徒個々に自分自身の
・たとえ，これから先大変でも 生き方を振り返らせたい。
自分で決めたことだからじい
ちゃんのような立派な大工に
なれると思う。


３ 心のノートを活用して， ・自分の物事をすぐにあきらめ ・心のノートを活用し，資料
価値の主体的自覚を図る。 してまう習性を自分でこれぞ で把握した道徳的価値を自


と思ったことは最後までやり 分の生活場面で想起させ，
「あなたらしさがあなたの 通すようになりたい。 発表し合うことで価値の自
個性」の「自分のこんなと ・人前に話すことが苦手な面を 覚を図る。
ころをこうしたい」という 誰の前でも相手によくわかる
箇所に記入して，発表し合 ように話せるようになりたい。


40 う
分
４ 職場体験学習のねらいを ・自分の個性や適性をよく知


終 想起させながら，自分の り，向上させていくことが
個性や適性を伸ばして価 将来の自分の生き方や夢の


末 値への関心の継続を図る。 実現につながることに気付
職場体験学習のねらいを達 かせたい。


※道徳的実践活動との関連５ 成するために必要になって
分 くるのはどんなことか







- 20 -


じいちゃんへ」指導展開案その２「
【道徳の時間：資料名「じいちゃんへ」（出典：文部省Ｈ３「道徳教育推進指導資料～中学校読み物


資料とその利用～」】
ねらい １－（５）「反省と向上，個性の伸長」


自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性や適性を伸ばして充実した生き方を
追求しようとする意欲を育てる。


教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点
１ 本時の価値への方向付け ・製造工場。どんな時に仕事の ・自分自身の体験を想起させ


導 を図る。 やりがいを感じるか。 ながら，価値に対する意識
・理容店。どうしてこの職業に 付けをする。


※道徳的実践活動との関連今度行われる職場体験学習 就いたのかという職業選択の
入 でどんな事業所を訪問して 動機や理由が知りたい。


くるのか，そこで，どんな ・販売事業所。接客で一番心が
５ ことを学んで来たいのか けているのはどんなことか。
分


２ 資料を範読し，価値を追
求及び把握させる。


「大工一筋に生きたい」と ・じいちゃんのような一人前の ・自分の考えをシートに書い
いう僕にはどんな気持ちが 大工に早くなりたい。 て，全員が発表することを
あると思うか ・大工道具を心をこめて使い， 意識付けた学習活動の展開


苦労して立派に家を造り上げ に心がけたい。◆上記の発問で道徳シートに
ていくじいちゃんのようにな ・全員が自分の考えを発表で書かせて，全員に発表させ
りたい。 きたことを認め，次への道る。


・いつも木の声を聞き，木と話 徳の時間への意欲へとつな
をしながら仕事をしているじ げていきたい。
いちゃんのようになりたい。


展 ・師匠やじいちゃんの思いが込
められている道具を大工にな
って早く使いたい。


・四才の頃から植え続け，成長
した杉の木で世界で一つしか
ない自分の家を造る夢を実現
させるためにも大工になりた
い。


「大工一筋に生きたい」と ・自分の好きな職業に就いて， ・主人公が，将来の自分自身
いう僕の考えをどう思うか その職業に誇りをもつことは の人生を前向きに考え，充


大切だから。 実した生き方を求めようと
開 ◆上記の発問で道徳シートに ・たとえ，これから先大変でも している姿に共感させなが


書かせ，発表させる。 自分で決めたことだからじい ら，生徒個々に自分自身の
ちゃんのような立派な大工に 生き方を振り返らせたい。
なれると思う。


３ 心のノートを活用して， ・自分の物事をすぐにあきらめ ・心のノートを活用し，資料
価値の主体的自覚を図る。 してまう習性を で把握した道徳的価値を自


「あなたらしさがあなたの ↓ 分の生活場面で想起させ，
個性」の「自分のこんなと ・自分でこれぞと思ったことは 発表し合うことで価値の自
ころをこうしたい」という 最後までやり通すようになり 覚を図る。
箇所に記入して，発表し合 たい
う ・人前に話すことが苦手な面を


40 ↓
分 ・誰の前でも相手によくわかる


ように話せるようになりたい
４ 職場体験学習のねらいを ・自分の個性や適性をよく知


想起させながら，自分の り，向上させていくことが
終 個性や適性を伸ばして価 将来の自分の生き方や夢の


値への関心の継続を図る。 実現につながることに気付
今度行われる職場体験学習 かせたい。


※道徳的実践活動との関連末 のねらいは，「勤労の意義
を考え，自分の将来の進路
を見つめる」ことにある


５ そのために必要になってく
分 るのはどんなことか
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「夜の果物屋」指導展開案
【道徳の時間：資料名「夜の果物屋」（出典：東京書籍「明日をひらく２」）】
ねらい ２－（２）「人間愛，感謝と思いやり」


人の親切に素直に感謝し，他の人に対しては思いやりの心をもって接しようとする心情
を育てる。
教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点


１ 本時の価値への方向付け ・丁寧に仕事の内容や手順を教 ・職場体験学習の自分自身の
導 を図る。 えてくれた時 体験を想起させながら，価


・自分たちのために忙しい時間 値に対する意識付けをする。
※道徳的実践活動との関連入 職場体験学習の時に訪問先 を割いて貴重な体験をさせて


の事業所の人にどんな場面 くれた時
５ で「ありがたいなあ」と感
分 じたか


２ 資料を範読し，価値を追 ・あらすじを簡潔におさえて
求及び把握させる。 話し合う場面を焦点化する。


合唱部の練習で帰りが遅く ・人通りも少なくてとても心細 ・あらすじは紙板書，生徒の
なる少女は，毎晩どんな気 い。 発言は簡潔に板書する。
持ちで帰宅していたと思う ・不安である。 ・夜道を歩く少女の不安で心
か ・早く自宅に帰りたい。 細い気持ちに共感させる。


・暗やみが怖い。


暗やみの中に果物屋の明か ・どうしてこんなに遅くまで明 ・少女が暗やみの中に明かり
りが毎晩ともし続けられて かりがついているのだろう。 を見つけてどんなにありが


展 いることで，少女はどんな ・このひとつの明かりで，何と たく，また心を落ち着かせ
気持ちになったと思うか なく心が落ち着いた。ほっと たかを共感的に感じとらせ


させられた。ありがたい。 る。
・店の明かりに温かさを感じる。


果物屋に入って，店の奥か ・あれ？どうしてわたしたちの ・この時点では少女がまだ店
ら，楽しそうなハミングが 合唱曲のハミングをしている の人たちの思いやりに気付
聞こえてきた時，少女はど のだろう？ いておらず，合唱曲のハミ
う思ったのだろうか ・どうして店の人はこの曲を知 ングを聞いて不思議に思っ


っているのだろう？ ていることをおさえる。


開 どうして，少女は「この店 ・見ず知らずの自分のために店 ・果物屋の夫婦は少女を思う
の明かりがあんなに温かく の明かりをつけておいてくれ 純真な気持ちから，自発的
見えたのは，当然だった」と たとは，なんて思いやりのあ に明かりをともし続けたこ
感じたのだろうか る果物屋さんなんだろう。 とに気付かせ，少女を思い


・店の明かりには果物屋さんの やる心温まる善意に共感さ
夫婦の温かい気持ちが込めら せる。
れていたのだ。


３ 道徳的価値の主体的自覚 ・資料で把握した道徳的価値
を図る。 を自分の生活場面で想起さ


せ，発表し合うことで価値
日常生活の中で誰にどんな ・交友関係で悩んでいる時に親 の自覚を図る。
ことで感謝した経験がある 友に相談にのってもらった。 ・道徳シートに自分の体験を
か やっぱりもつべきものは親友 書くことで振り返らせ，発
その時，どんなことを感じ だと思った。 表して，お互いの考えを交


40 たか 流させる。
分
終 ４ 心のノートの関連する内 ・心のノートを活用しながら
末 容項目を範読し，本時の ら，関連する価値の大切さ


ねらいとする価値への関 に気付かせていく。
５ 心の継続を図る。
分
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(5) 「道徳的実践活動として位置付けた文化祭」指導展開案


研究協力校の文化祭のねらい（抜粋）１


・日常の学習活動の成果を生かす総合的な学習の場とし，文化的・創造的活動に自主的に取り組ま


①せる中で，創造的な力の伸長を図るとともに，「生きる力」を養う。


・南中文化の継承と新たな創造に向けた集団活動をとおして，成就感を味わわせるとともに集団へ


②の所属感を高める。
（基本方針一部抜粋）


③・計画的に時間のけじめをつけながら活動させ，後始末まで責任をもって行わせる。


２ 道徳的実践活動のねらい


① 健全な自尊感情を高める視点
・自己の役割意識をもつことで，自己有用感を感じ，よりよいものを創ろうとする向上心
を育てる。


② 人間関係を築く力を高める視点
・学級や学年の仲間との協力・団結をとおして，信頼・友情を育もうとする態度を育てる。


③ 規範意識を高める視点
・活動にかかわるきまりを守ることをとおして，自己の役割や責任を自覚し集団生活の向
上に努める態度を育てる。


３ 道徳的実践活動の展開


実践日 学校教育活動名 主な実践内容とねらい


Ｈ20 特別活動 道徳的実践活動［第一段階］個人目標の設定と意欲付け
「文化祭」に向けてねらいを確認さ ，主体的に取り組も９月26日 せ
うとする意欲を育てる。( )金


10月 6日 道徳の時間 道徳内容項目1－(2)「希望，勇気，強い意志」の価値を
月 高める授業( )


資料名「アイヌ語とともに：金田一京助」


（健全な自尊感情を育む視点）
物事に積極的に取り組み，困難に屈しないで最後まで
やり通そうとする意欲を育てる。


10月14日 道徳の時間 道徳内容項目2－(3)「友情・信頼」の価値を高める授業
資料名「クマのぬいぐるみとわたし」( )火


（人間関係を築く力を育む視点）
友情の尊さを理解し，お互いに相手の立場になって行
動しようとする態度を育てる。


10月20日 道徳の時間 道徳内容項目4－(2)「遵法，権利義務，社会の秩序と規
月 律」の価値を高める授業( )


資料名「錆びた自転車」（中軽米央子先生 自作資料）


（規範意識を育む視点）
社会や集団生活で法やきまりを守ることが大切である
ことを理解し，これを守ろうとする態度を育てる。


10月26日 特別活動 道徳的実践活動［第二段階］活動・体験
( )日


文化祭の実施


10月29日 特別活動 道徳的実践活動［第三段階］活動の振り返り
「文化祭」を振り返り，活動の成果を確認し合うことで，( )水
達成感をもたせ，次の活動への意欲付けを図る。


「道徳的実践活動として位置付けた文化祭」指導展開案


「健全な自尊感情を高める」道徳的実践活動の視点


～「健全な自尊感情を高める」道徳的実践活動，「人間関係を築く力を高める」道徳的実践活動


「規範意識を高める」道徳的実践活動～


「人間関係を築く力を高める」道徳的実践活動の視点


「規範意識を高める」道徳的実践活動の視点
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道徳的実践活動［第一段階：意欲付け］活動展開案
―道徳的実践活動として位置付けた学校行事の文化祭―


【特別活動】


ねらい 「文化祭」に向けてねらいを確認させ，主体的に活動に取り組もうとする意欲を育て
る。


学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点
１ 昨年度の文化祭を想 ・学級のみんなと取り組んだ合唱 ・授業の導入なので，生徒


導 起させながら，自分 コンクールが思い出に残ってい 個々の発言を認めながら
が文化祭でどのよう る。 発表しやすい雰囲気作り


入 なことが思い出に残 ・学級壁新聞に仲間と協力して取 に努め，生徒個々の正直
５ っているのか振り返 り組み，金賞に輝いたことが思 な気持ちを出させたい。
分 る。 い出に残っている。


２ 課題を確認して，学 ・前時に書いた「見つめる
級の文化祭に向けた意 シート」の結果をまとめ
識をまとめた資料をみ た資料の提示から学級の
る。 生徒たちの文化祭に対す


る状況をおさえさせる。


学校の文化祭についてこれまでの自分の取組状況を見つめ直して，文化祭の
意義を再確認し，今年度の文化祭にどう臨むのか個人目標をたてよう。


展 ３ 資料の中の文化祭に ・文化祭に前向きに取り組
ついて前向きに取り 前向きに取り組んだ生徒の意 み，達成感や成就感をも
組んだ生徒の気持ち 識の根底 っている生徒の感想に注
に注目し，そこにど 目させながら，意欲付け
のような価値がある ・仲間と協力することの大切さ を図りたい。
のかを考える。 を感じた。


・一生懸命やることで賞に輝い
て嬉しかった。
→達成感


・教科作品を全て提出期限を守
って出展することができた。 文化祭を行うことの大


切さや意義
開 ４ 文化祭を行うことの ・これまで学習して積み重ねてき ・創造的な力の伸長を図


大切さや意義につい たことを発表する機会である。 るとともに，「生きる
て考え，発表する。 ・仲間と協力することの大切さを 力」を養う。


学ぶ機会だ。 ・仲間と協力することの
「なんのために，文化 ・保護者や地域の方々に学習の成 大切さを学ぶ。
祭を行うのか」 果を見ていただく場だ。 ・保護者や地域の方々に


学習の成果を広く発表
する。


５ 今後どのようにして ・合唱の練習を大切にし，一生懸 ・仲間とともに取組の過程
いくことが文化祭の 命取り組むこと。 を大切にし，充実させて
成功につながるのか ・文化祭における自分の役割を自 いくことが文化祭の成功
を考え，発表する。 覚し，責任をもって実行するこ の大きな鍵になることを


と。 確認させる。
30 ・どの教科の作品も完成させて，
分 全て提出すること。


６ 学習を振り返り，今 ・生徒の発表を認め，励ま
終 後文化祭にどのよう しながら，これからの文


な気持ちや態度で臨 化祭の取組に前向きに臨
末 んでいくのか「見つ もうとする意欲付けを行


めるシート」に決意 う。
15 を書かせて，お互い
分 の考えを交流し合う。
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道徳的実践活動［第三段階：振り返り］活動展開案


―道徳的実践活動として位置付けた学校行事の文化祭―


【特別活動】


ねらい 「文化祭」を振り返り，活動の成果を確認し合うことで，達成感や成就感をもたせ，


次の活動への意欲付けを図る。


学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点


１ 文化祭の想起 ・生徒個々の「文化祭」の体験内 ・「文化祭」でどのような


導 ・先日行われた「文化 容 活動のどのような場面が


祭」の感想を聞くこ 思い出に残っているか，


入 とで「文化祭」を想 生徒の発言をもとにして，


起する。 活動を振り返させるきっ


５ かけをつくる。


分


２ 文化祭の振り返り ・文化祭でどのようなことを学ぶ ・文化祭をとおしてどのよ


・文化祭をとおして学 ことができたか。 うなことを学ぶことがで


んだこと，個人目標 ・文化祭に向けてたてた個人目標 きたのか。個人目標に対


に対する自己評価を に対して自分の取組状況はどう して，自分の取組状況は


見つめるシートに書 であったか。 どうであったのかを振り


く。 返らせる。


・見つめるシートに記 ○文化祭でどのようなことを学ぶ


述したことをもとに， ことができたか。


展 学んだことを発表し ・仲間と協力することの大切さ


合う。 と喜び


・一生懸命最後まで粘り強く取


り組むことの大切さ


・創意工夫することでより良い


ものを創ろうとする気持ちの


大切さ


・見つめるシートに記 ○文化祭に向けてたてた個人目標 ・生徒の発表を認め，励ま


述したことをもとに， に対して自分の取組状況はどう して「文化祭」の成果を


開 個人目標に対する自 であったか。 確認する中で，意味付け


己評価を発表する。 ・最初は意欲的ではなかったが や評価を行う。


仲間が真剣に取り組んでいる


様子を見て，真剣に取り組む


ようになったので後半は目標


を達成することができた。


・文化祭の学級合唱は学級の団


結を確認することができ思い


出に残った。個人目標は達成


40 できたと思う。


分


３ 教師の説話 ・教師は，生徒の良さやが


終 ・文化祭で印象に残っ んばりを自らの言葉で認


たり，感動したりし め，励ますことで，生徒


末 た教師の感想や評価 個々の健全な自尊感情の


を聞く。 育成を図るとともに，今


後の学校教育活動に向け


５ て，生徒の意欲を高める。


分
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「アイヌ語とともに 金田一京助」指導展開案その１
【道徳の時間：資料名「アイヌ語とともに 金田一京助」(出典：東京書籍「明日をひらく３」 】)
ねらい １－（２）「希望，勇気，強い意志」


物事に積極的に取り組み，困難に屈しないで最後までやり通そうとする意欲を育てる。
教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点


１ 本時の価値への方向付け ・Ａ君は，休み時間でもテスト ・まわりの級友のがんばりに
導 を図る。 勉強をがんばっていてすごい。 気付かせながら，価値に対


・Ｂさんは，部活中毎日，練習 する意識付けを図る。
まわりの級友でがんばって していて，見習いたい。


入 いると思う人はいないか ・金田一京助が岩手県出身で，
２ 金田一京助の紹介をする。 アイヌ語の研究をはじめ言語 ・金田一京助の人物紹介を簡


５ 学者として一生言語学の研究 単に行い，人物に対する関
分 に取り組んだ人であった。 心をもたせる。


３ 資料を範読し，価値を追 家族の安定した生活を大切
求及び把握させる。 にすること


・家族の期待とアイヌ語研 ・長男として家族を守る役目 ・当時の家族における長男の
究継続のどちらを選択す を果たさなければ。 立場や立身出世をして故郷
るのか葛藤する金田一京 ・これまで自分の学問のため に錦を飾ることの意味につ
助に共感させる。 に多大な援助をいただいた いても考えさせながら京助


家族の安定した生活とアイ 家族や親戚の人たちに恩返 の心に共感させたい。
ヌ語研究の継続の道のどち しをしなければ。
らに進もうか悩む京助はど ・はなやかな名声や学者とし
んな気持ちだと思うか ての地位，豊かな収入に関


心がないわけではない。
アイヌ語研究を続けること


展 ・ユーカラの素晴らしさを後 ・京助がアイヌ語研究の継続
世に伝えていきたい。 にこだわったのは，アイヌ


・今，アイヌ語研究を誰もや 語をとおしてアイヌの文化
る人がいなくなってしまっ や人間性を後世に残したい
たならば，アイヌ語が世界 という学者としての情熱で
から消えてしまう。 あったことをおさえさせな


・アイヌの人々のためにも研 がら，京助の心に共感させ
究をやめるわけにはいかな たい。
い。


・アイヌの文化を守りたい。
家族の安定した生活よりも 京助の選択に共感的
アイヌ語研究の継続の道を ・自分がやりたいと思うこと
選んだ京助をどう思うか をやり通す意志の強さが大


開 切だ。
・自分がやらなければならな
いという使命感があったの
だ。


・自分が一生かけてやるべき
仕事を選択したのだから良
かったのではないか。


京助の選択の批判的
・安定した収入やはなやかな
名声を投げ打ってまでも研
究しようとは思わない。


「一つのことに生涯をささ ・親や親類の期待を裏切って
げることによって，なんと まで，研究する必要はない。
かものになることができま ・一つの物事に粘り強く取り
した」という言葉には京助 組むことによって，はじめ
のどんな思いが込められて て本当のことが見えてくる。


40 いると思うか ・自分で決めたことを最後ま
分 でやり抜くことで，自分自


身も成長することができる。
終 ４ 価値を振り返らせる。 ・金田一京助のような意志の


まわりの級友でがんばって 強さが，自分たちの内面に
末 いると思う人はいないか も要素としてあることを感
５ じ取らせ，お互いを認め合
分 う雰囲気を学級内に作る。
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「アイヌ語とともに 金田一京助」指導展開案その２
【道徳の時間：資料名「アイヌ語とともに 金田一京助」(出典：東京書籍「明日をひらく３」 】)
ねらい １－（２）「希望，勇気，強い意志」


物事に積極的に取り組み，困難に屈しないで最後までやり通そうとする意欲を育てる。
教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点


導 １ 本時の価値への方向付けを ・Ａ君は，休み時間でもテスト ・まわりの級友のがんばりに
図る。 勉強をがんばっていてすごい。 気付かせながら，価値に対


入 ・Ｂさんは，部活中毎日，集中 する意識付けを図る。
５ まわりの級友でがんばって して練習に取り組み，見習い
分 いると思う人はいないか たい。


２ 資料を範読し，価値を追求 ・他の仲間が研究で成果を上げ ・金田一京助の人物紹介を簡
及び把握させる。 ていく中で本当に自分はアイ 単に行い，人物に対する関


(1)将来の進路選択を決断でき ヌ語の道に進んでよいのだろ 心をもたせ，資料を範読す
ない京助の気持ちを考える うか。 る。


学者として従来からある言 ・アイヌ語の研究には膨大な時 ・価値把握のために関連する
の研究に進むか世間から 間や労力がかかり，果たして キーセンテンスやキーワー語


かえりみられないアイヌ語 自分がやり遂げることができ ドの紙板書を貼って，そこ
の研究に進むかまだ進路を るのだろうか。 から生徒たちが考えたこと
決めかねている京助はどん ・世間からかえりみられないア を発表する展開で進める。


展 な気持ちか イヌ語だけれど今この研究を ・進路選択で揺れる京助の気
しないとアイヌ語が消えてし 持ちに共感させ，アイヌ語
まう。 研究の道に進むことは厳し


い将来を意味することをと
・アイヌ語の研究に魅力ややり らえさせる。


(2)アイヌ語の研究の道に進ん がいを感じるので，どうして
だ京助の気持ちを考える。 も続けたい。 ・京助の心の中にアイヌ語を


世間からかえりみられない ・今この研究をやるのは自分以 研究することで，彼らの文
学問にもかかわらずアイヌ 外にない。 化や人間性を後世に残した
語研究の道に進んだ京助は ・アイヌ語を研究することで， いという学者としての強い


開 どんな気持ちか アイヌの文化や人間性を後世 思いがあったことに気付か
に残したい。 せる。


(3)困難を乗り越えてアイヌ語 ・決めたことを最後までやり通 ・京助に，一度決めたことを
研究をやり通すことができ そうとする強い意志があった 継続実行していく意志の強
た京助の気持ちを考える。 から。 さや粘り強さがあったこと


さまざまな困難を乗り越え ・自分がアイヌ語を研究しよう をとらえさせる。
てアイヌ語研究をやり通す と一度決意したことを粘り強
ことができたのは京助の中 く続けてきたから。
にどんな気持ちがあったか ・アイヌ語を研究することで，


40 らだと思うか アイヌの文化や人間性を後世
分 に残したいと強く思い続けて


きたから。
４ 価値の主体的自覚や意欲付 （自分自身） ・金田一京助のような意志の


けを図る。 ・毎日，家庭学習を継続して行 強さが，自分たちの内面に


これまで，粘り強くやり通 うように心がけている。 も要素としてあることに気


してきた経験はないか 毎日の積み重ねを大切にして 付かせる。


また，まわりの級友でがん 卒業後の進路達成に結び付け ・自分のこれまでの生き方を


ばっていると思う人はいな たい。 肯定的に考えられない生徒終
いか ・先月の地区新人戦では，初戦 も多いと予想されることか


どんながんばりを見せてい で敗退してしまった。金田一 ら，担任や級友からのコメ


るか さんのような意志の強さを見 ントによっても気付かせる。


習って，毎日短時間でも練習


をがんばって続けて，来年の末
中総体では地区優勝したい。


（担任や級友からのコメント）


・Ａさんは，毎日目立たないと


ころで，清掃をがんばってい


る。口数は少ないけれど，や


ることはしっかりやるところ５
が素晴らしいと思う。分
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「クマのぬいぐるみとわたし」指導展開案
【道徳の時間：資料名「クマのぬいぐるみとわたし」（出典：東京書籍「明日をひらく２」）】
ねらい ２－（３）「友情・信頼」


友情の尊さを理解し，お互いに相手の立場になって行動しようとする態度を育てる。
教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点


１ 本時の価値への方向付けを ・いろいろ悩みを聞いてくれた ・数名に発表させることで，
図る。 とき。 ねらいとする価値への方向導


・優しい言葉をかけてくれたと 付けを図る。
友達っていいなあと思うの き。入
はどんなときか ・苦しんでいるときに助けてく５


れたとき。分


２ 資料を範読し，価値を追求 ・ホワイトに毎日挨拶すること
及び把握させる。 で心を通わせていこう。


「わたし」は，普段ホワイ ・ホワイトに自分の本音を聞い ・孤独を感じることがこわい
トにどんな気持ちで話しか てもらおう。 からわたしは，ホワイトと
けていたのだろうか ・わたしの友人のようにわたし 心を通わせていくことが大


の本当の気持ちを受け止めて 切だと思っていることをと
ほしい。 らえさせる。


「勇気をもとう」と心に決 ・「わたし」もホワイトも自分 ・これまで自分がずっと友人展
めた「わたし」にはどんな の思いを伝えないから，周り に対して心を開いてこなか
気持ちがあったのだろうか がどんな気持ちでいるのかわ ったことに気付き，これか


からないのは当然だったのだ。 らはもっと本心を打ち明け
・「わたし」はいつも本心を声 ていこうと決意する「わた
に出したことがなかった。 し」の気持ちに気付かせる。


・これからは，自分の本心をで
きるだけ打ち明けていこう。


・初めて，本音であゆみに自分 ・自分が思い切って本音を言
なぜ，「わたし」は，ホワ の思いを打ち明けることがで ったがために，あゆみとい
イトと向き合うなり泣き出 きたのに，自分が本音を言っ う大切な友達をなくしてし
してしまったのだろうか たことであゆみをかなり傷つ まうのではないかという不開


けてしまったかもしれない。 安な「わたし」の気持ちに
・もしも，あゆみという大切な 共感させる。
友達を失ってしまったらどう
しよう。


・あゆみには「わたし」の本当
の気持ちをわかってほしい。


ホワイトの「信じて。」と ・「わたし」には友人のあゆみ ・ホワイトが友人であるあゆ
いう声によって，「わたし」 を信じるしかない。 みの仮の姿という役割を果
のあゆみに対する気持ちは ・本当の友人ならば，あゆみの たしていることに気付かる。
どう変わったか ことを信じて，自分の悪かっ ・あゆみには自分の本心を受


たところは素直に謝り，「わ けとめてもらいたいし，受
たし」の本心を理解してもら けとめてれることを信じて
おう。 いる「わたし」の気持ちを


・「わたし」の本当の心をあゆ とらえさせる。
みならきっとわかってくれる
だろう。これからも何でも打


３ 価値の主体的自覚を図る。 ち明けていきたい。 ・道徳シートに書いて，発表
お互いのことを信頼して，付 させる。○


友達づきあいの中で，本当に き合うこと。 ・道徳的実践活動第一段階で
大切なことはどんなことだろ ○相手に合わせるだけでなく， 活用した「見つめるシート」
う 自分の考えもはっきり言って の中で級友との協力や信頼


お互いに理解し合うこと。 関係の大切さにふれて書い40
○お互いの長所は認め合い，よ た人のコメントの紹介をす分
くないところは指摘し合う。 るのもよい。


４ 教師の説話を行う。 ・一つの物事に真剣に取り組終
学校行事（文化祭など）の む中で，お互いの信頼も深


中で真の友情を育んだ経験 まり，真の友情が芽生えて末
談などを紹介する。 くることに気付かせたい。５


※道徳的実践活動との関連分
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「錆びた自転車」指導展開案
【道徳の時間：資料名「錆びた自転車」(出典：平成 年「岩手県授業力ブラッシュアッププラン」19


久慈市立山形中学校 教諭 中軽米 央子先生自作資料)】
ねらい ４－（２）「遵法，権利義務，社会の秩序と規律」


社会や集団生活で法やきまりを守ることが大切であることを理解し，これを守ろうと
する態度を育てる。


教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点
・時間を守ること。 ・学校生活の内外でのきまり１ 本時の価値への方向付けを


導 ・身だしなみを整えること。 について想起させることで，図る。
・校外生活で入ってはならない 本時の意欲付けを図る。


※道徳的実践活動との関連入 学校生活の内外でのきまり 店に入らない。
は何か。そのきまりについ ・きまりはなくてはならない。


５ てどう思うか ・きまりが厳しいので，もっと
分 緩めても良いと思う。


２ 資料を範読し，価値を追求
・どうして俺の自転車が盗まれ ・急に自分の自転車が無くな及び把握させる。


コンビニに置いた自分の自 たのだろう？ ったことで戸惑い，盗んだ
転車がなくなっていた時の ・鍵をしっかりかけておけば良 人に対する憤りの思いなど
康はどんな気持ちになった かったと後悔している。 康の気持ちに共感させる。
と思うか ・一体，自転車を盗んだのはど


この誰なんだ。


展 コンビニに置いてあった自 ・自分の自転車も盗まれ，誰も ・自分の自転車が盗まれてお
転車に乗って，ペダルをこ 乗っていないようだからちょ り，冷静な判断力を失って
ぎながら康はどんなことを っとの間だったら借りていっ いたことに共感させながら
考えていたのだろうか てもまあいいか。 も他人の自転車に勝手に手


・キーキーという音が後ろめた をつけた自分に後ろめたさ
いことをした気持ちと重なっ を感じ，心が非常に揺れて
て不気味。 いることをおさえさせる。


・すぐに返しにくれば，大丈夫
だろう。


・そのうちに返せばいいとい
・だんだん罪の意識が薄れてき う安易な気持ちに流されて，


開 どうして康はすぐに自転車 たから。 錆びた自転車に乗ることに
を返そうとしなかったのだ ・そのうちに返せばいいと安易 次第に抵抗を感じなくなっ
ろうか に思っていたから。 た康の気持ちをおさえさせ


・もしも，コンビニに返しにい る。
き，そこで持ち主と出会った
ら面倒なことになると思った ・警察官の言葉の意味が，「自
から。 分で悪いことと知っていて


やったのだろう？」という
「自分も同じことをしてい ・やばい。どうしようという戸 ことをおさえさせる。その
るって気づいていたんだろ 惑いの気持ち。 上で黙って他人の自転車に
う？」と警察官から言われ ・やってはいけないことだとわ 乗っていたことが盗みとい
た言葉が康に鋭く刺さるよ かっていながらもやってしま う犯罪だったことに気付い
うにビシッと響いたのはな ったことに対する後悔。 た康の後悔の念をとらえさ
ぜか ・これは，盗みになるんだとい せる。


う罪を自覚する気持ち。
・文化祭に向けた学校や生徒


・文化祭を成功させるためにき 会の活動のきまりを想起さ３ 価値の主体的自覚を図る。
まりは必要だ。 せ，自分たちで決めたきま


学校の文化祭に向けたきま ・自分たちの決まりは自分たち りを守る意義についても考
りについてのあなたの考え で守ることが大切だ。 えさせる。
を書きましょう ・きまりは私たちの生活を向上 ・法を守ることも自分たちの


させるために必要だと思う。 学校生活のきまりを守るこ
・きまりを守ることは時として とも自分も生き，他者も生


40 面倒に感じることもあるけれ きる（共生）ために大切で
分 ど全体のために必要なことだ。 つながってくるということ


に気付かせる。
終 ・短絡的にきまりを守るべき４ 教師の説話を行う。


末 きまりを守ることの大切 ものという押し付けになら
５ さに関する体験談を紹介 ないようにする。
分 する。
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(6) 「命を見つめる振り返りタイム」指導展開案


振り返りタイム」のねらい★「命を見つめる
「命見つめるオリエンテーション」を受けて取り組んできた道徳的実践活動を振り返
って，どのような成長がみられたのかを交流し合い，命を大切にする心にどのように
つながったのかを確認する。


【１時間目 特別活動「命を見つめる振り返りタイム」】


ねらい これまで取り組んできた道徳的実践活動を振り返ってどのような成果があったのかを交
流し，命を大切にする心にどのようにつながったのかを確認する。
学 習 活 動 生徒におさえさせたい事柄 指導上の留意点


１ 「命を見つめるオリエンテ ・職場体験学習・文化祭では○ ・生徒個々の発言を認めなが
ーション」から，これまで ○○○に力を入れて取り組ん ら，発表しやすい雰囲気づ導
行ってきた職場体験学習や だ。 くりに努め，これまで取り
文化祭をとおして，力を入 ・そこから○○○○ということ 組んできた活動に自分がど
れて取り組んできたことや を学ぶことができた。 のような姿勢で臨んだのか入
そこから学んだことを想起 を想起させる。
する。 ・これまで取り組んできた


「見つめるシート」をも
とにして発表させてもよ５
い。分


２ 課題を確認する。 ・職場体験学習・文化祭では○ ・三つの心は黒板に予め提示
○○○に力を入れて取り組ん しておき，生徒たちが自分
だ。 自身の成長した心を想起さ


・そこから○○○○ということ せる際の視点として意識付
を学ぶことができた。 けを図る。


・三つの教育活動の中から一
これまで取り組んできた学校教育活動を振り返って，


つに絞って「活動をとおし
自分が学んだことや成長できたことを交流し合おう


て学んだこと」，「そこか
ら自分自身がどんな心を育


３ 道徳的実践活動である職場 むことができたか」を「命展 ◇職場体験学習
体験学習，文化祭などを振 を見つめるシート」に書か◇文化祭
り返って，活動の成果を せる。
「命を見つめるシート」に ・これまでの道徳的実践活動活動をとおして学んだこと
書く。 ごとの「見つめるシート」


を参考にさせながら書かせ
る。そこから自分自身がどんな


心を育むことができたか


４ 「命を見つめるシート」に書開
命を大切にする心いたことをもとに活動を一


つに絞って，心の成長を短
冊に書く。


健全な自尊感情
５ 書いた短冊を各自黒板に貼 黒板に貼った短冊をもとにで自分も他人も大切にする心 ・


って，お互いの心の成長を きるだけたくさんの生徒に
交流し合う。 心の成長を発表させたい。人間関係を築く力


まわりの人とよりよい関係
６ それぞれの心の成長が命を ・学校教育活動に一生懸命取築こうとする力


大切にする心に結び付くこ り組んだり，充実させてい
とを確認する。 くことが自他の命を大切に規範意識


する心に気付かせる。善悪を判断して，まわりを
40 考えて行動しようとする心
分
７ 教師の説話を聞く。 ・「命のオリエンテーション」


で，毎日の学校生活を大切終
８ 次時が「生命尊重」にかか にしていきたいという視点


わる道徳の時間であること で書かれた生徒の感想を末
を確認する。 紹介する。５


分


「命を見つめる振り返りタイム」指導展開案
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「奇跡の一週間」指導展開案
【２時間目 道徳の時間：資料名「奇跡の一週間」（出典：東京書籍「明日をひらく２」）】
ねらい ３－（２）「生命の尊重」


考えることで，今を精一杯生きることや日常の生活を大切に命の有限性について
していこうとする心情を育てる。


教師のはたらきかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点
・聞いたことがない。 ・「ホスピス」が，末期癌の１ 本時の価値への方向付けを


導 激しい痛みをおさえて安ら図る。
入 聞いたことがある。 かに死をむかえるための施
５ 「ホスピス」という言葉 ↓ 設であることを確認し，本
分 を聞いたことがあるかど 癌に関係する言葉だ。 時への関連付けを図る。


うか 癌になった人が入っている
どのような意味をもつ言 施設だ。
葉なのか


２ 資料を範読し，価値を追求
及び把握させる。
「ホスピスで患者さんが ・人の死が悲しくないわけがな ・無神経に問うてくる人と同


展 亡くなるとき，悲しくな いから。 じように実はわたし自身も
いの」という問いに対し ・死に対峙する切なさ，悲しさ 憐れみの気持ちでホスピス
て，わたしが「むっとし をわざわざ聞く無神経さに腹 患者を見ていたのだという
ていた」のはどうしてか が立ったから。 ことに気付かせる。


北村さんにさし絵を描い ・北村さんがさし絵を描くこと ・わたしの気持ちの変化が，
てくれるように依頼した に真剣だったから。 北村さんの仕事に対する真


開 わたしの気持ちが変化し ・さし絵を描くことで，生きる 剣さから，今を大切に生き
たのはわたしにどのよう 証を残そうとした北村さんの る姿勢に胸を打たれ，自分
な気持ちがあったからだ 姿勢に打たれたから。 も本気にならなければ北村
と思うか ・たとえ癌という病気でもさし さんに失礼だと思ったこと


絵を描くことで自分が必要と をとらえさせる。
されていることに喜びを見い
だしていると筆者が感じたか
ら。


40 「北村さんは，いっしょ ・生きることとは，毎日毎日を ・北村さんの仕事に対する姿
分 うけんめい『生きていた 大切にしていくこと 勢から，生きることとは，


人』」という言葉から， ・生きることとは，自分の得意 今自分がやるべきことを精
わたしは，「生きること」 なことをどんどん伸ばすこと 一杯やることや毎日を大切
とはどんなことだと感じ ・生きることとは，今自分がや にしていくことに気付かせ
ていたと思うか るべきことを精一杯やること る。


終 ・「心のノート」の関連ペー３ 教師の説話を行う。


末 「心のノート」Ｐ76「い ジを読むことで，命の有限
５ つか終わりがあること」 性に対する思いを高めたい。
分 を範読する。


【「命を見つめる振り返りタイム」の事後指導：短学活】


ねらい 「命を見つめる振り返りタイム」の学習のまとめとして，生徒たちに改めて命につい
て自分の考えを見つめ直し，命を大切にしていこうとする態度を育てる。


教師のはたらきかけ 「命を見つめるシート」の設問内容と指導上の留意点


展 ・「命を見つめるシート」に ★「命」について，今あなたが考えていることや思ってい
命について自分の考えや思 ることを自由に書きなさい。
いを書かせて，学習のまと


開 めとする。


15 ・書いた内容を発表交流させ ※毎日の生活を大切にすることや今，自分ができること
分 て，命を大切にしようとす を一生懸命やることが命を大切にすることにつながる


る態度を育む。 ことに気付かせたい。
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(5) 実践で使用した「見つめるシート」


命 を 見 つ め る シ ー ト
】【命を見つめるオリエンテーション版


年 組 番


氏名


今日わたしたちの身の回りでは，命にかかわる出来事がたくさん起きています。★


なぜ，このような出来事が起きるのか，あなたの考えを書いてください。


「命」について，今あなたが考えていることや思っていることを自由に書きなさい。★
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命 を 見 つ め る シ ー ト ２
】【命を見つめるオリエンテーション版


年 組 番


氏名


三つの重要事項をそれぞれ育てていくために，学校のどんな活動や場面を大切に★


していけばよいのか理由も含めて考えよう。


◇「自分を大切にする心」を育むために特に大切にしたい活動や場面


その理由


◇「まわりの人とよりよい関係を築こうとする力」を育むために大切にしたい活動や
場面


その理由


◇「善悪を判断し，まわりを考えて行動しようとする心」を育むために大切にしたい
活動や場面


その理由


◇今日の授業の感想
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自分を見つめるシート（職場体験学習）


年 組 番 氏名


あなたの今回の訪問先（事務所名）★


今回の職場体験学習のねらいは何だと思いますか。これまでの学習を振り返って，★
もう一度ねらいについて考えて，書きましょう。
・


・


上記のねらいを確認した上で今回の職場体験学習の個人目標をたてましょう。★
（目標は２つぐらいでもかまいません）


★ 職場体験学習を終えて，どんなことを学びましたか。書きましょう。


★ 職場体験学習を終えて，個人目標に対して，実際に自分自身の行動や考えはどうでした
か。もう一度，自分の行動を振り返ってみましょう。
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自分を見つめるシート（文化祭：事前）


年 組 番 氏名


来月行われる文化祭に向けて，どんな気持ちで臨むのか自分自身を見つめましょう


あなたは，昨年度の文化祭にどのような気持ちで臨みましたか。思い出して書いてみま★


しょう。


★ 文化祭はどのようなねらいのある活動だと思いますか。あなたの考えを書きましょう。


★ 文化祭で，どのようなことに力を入れて取り組みたいですか。個人目標をたてましょう


★ 個人目標を達成するために具体的にどのような行動をしますか。
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自分を見つめるシート（文化祭：事後）


年 組 番 氏名


文化祭での自分自身の気持ちや行動を振り返ってみましょう。


★ あなたは，文化祭にどのような気持ちで取り組みましたか。


★ 文化祭に向けてたてた個人目標に対して，あなた自身の取組はどうでしたか。


★ 文化祭の取組をとおして，あなた自身の成果はどんなことですか。
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【振り返りタイム用】命 を 見 つ め る シ ー ト


年 組 番


氏名


これまでの学校行事の文化祭の取組や総合的な学習の時間の職場体験活動の取組な★
どを振り返ってどんなことを学ぶことができましたか。そのことで，自分自身がどの
ような心の成長が見られたのでしょうか。


命を見つめるオリエンテーション」で自分が力を入れていきたいと考えた活動◇「
・活動をとおして学んだこと


・そこから自分自身がどんな心を育むことができたか


職場体験活動◇
・活動をとおして学んだこと


・そこから自分自身がどんな心を育むことができたか


◇文化祭
・活動をとおして学んだこと


・そこから自分自身がどんな心を育むことができたか


「命」について，今あなたが考えていることや思っていることを自由に書きなさい。★





